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ご
あ
い
さ
つ

　

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
経
団
連
総
合
政
策
研
究
所
の
活
動
に
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
の
研
究
所
で
は
川
島
真
先
生
に
研
究
主
幹
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
中
国
情
勢
の
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
「
転
換
期
中
国
の
国
家
戦
略
」
と
題
し
、
先
端
産
業
育
成
と
社
会

保
障
改
革
の
二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
方
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　

中
国
は
、
国
家
間
の
覇
権
争
い
に
直
結
す
る
Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
端
産
業
育
成
を
、
国
家
を
挙
げ
て
推
進

し
て
い
ま
す
。
経
済
状
況
の
変
化
も
あ
る
中
、
今
後
の
政
策
展
開
が
ど
う
い
っ
た
形
に
な
っ
て
い
く
の

か
、
非
常
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

他
方
、
中
国
は
人
口
減
少
局
面
に
突
入
し
、
社
会
構
造
の
変
化
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
中
、
社
会
保
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障
改
革
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
丁
可
研
究
委
員
、
片
山
ゆ
き
研
究
委
員
の
お
二
方
か
ら
、
こ
れ
ら
の
政
策
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
川
島
研
究
主
幹
に
モ
デ
レ
ー
タ

を
務
め
て
い
た
だ
き
、
議
論
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
、
中
国
の
政
策
動
向
と
そ
の
背
景
に
あ
る
中
国
の
戦
略
的
思
考
の
理
解

が
、
皆
さ
ま
の
事
業
活
動
の
参
考
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
私
か
ら
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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は
じ
め
に

　

本
日
は
、
主
に
四
つ
の
内
容
を
ご
報
告
し
ま
す
。
最
初
に
、
国
際
社
会
が
発
表
し
た
レ
ポ
ー

ト
に
基
づ
き
、
中
国
に
お
け
る
先
端
産
業
育
成
の
現
状
を
評
価
し
ま
す
。
次
に
、
中
国
に
お
け

る
先
端
産
業
発
展
の
実
績
は
、「
新
型
挙
国
体
制
」
と
呼
ば
れ
る
動
員
体
制
の
下
で
達
成
さ
れ

た
と
い
う
事
実
を
指
摘
し
、
こ
の
体
制
の
ど
こ
に
新
し
さ
と
強
み
が
あ
る
の
か
を
解
説
し
ま
す
。

続
い
て
、
新
型
挙
国
体
制
の
下
で
、
中
国
政
府
は
ど
の
よ
う
な
産
業
政
策
を
と
っ
て
き
た
の
か

を
詳
し
く
分
析
し
、
最
後
に
中
国
が
抱
え
る
課
題
を
指
摘
し
た
い
と
思
い
ま
す

（
註
１
）

。

　

先
端
産
業
育
成
の
現
状

　

先
端
産
業
育
成
の
全
体
状
況
に
つ
い
て
、
二
つ
の
報
告
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
２
０
２
３
年

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
戦
略
政
策
研
究
所
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
）
の
報
告
書

（
註
２
）と

、
ア
メ
リ
カ
の
国
務
長
官

ル
ビ
オ
が
、
議
員
時
代
に
発
表
し
た
報
告
書

（
註
３
）で

す
。
ご
存
じ
の
と
お
り
、
両
者
と
も
中
国
に
対

し
て
非
常
に
厳
し
い
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
説
得
力
の
あ
る
報
告
書
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（註１） 本講演の内容は、主として丁可「『新型挙国体制』と中国における先端産業の発展」（『東
亜』2025 年 5 月号、pp.18-25）に基づいている。

（註2） Australian Strategic Policy Institute (ASPI). “ASPI’s Critical Technology
Tracker – The global race for future power”, 2023

（註３） Rubio, Marco. The World China Made: “Made in China 2025” Nine Years
Later. Project for Strong Labor Markets and National Development, The Office of 
Senator Marco Rubio. 2024
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Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
報
告
書
で
は
、
過
去
５
年
間
に
発
表
さ

れ
た
２
２
０
万
本
の
研
究
論
文
の
引
用
数
を
分
析
し
、

上
位
10
％
の
論
文
を
抽
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
44

の
重
要
技
術
の
う
ち
、
中
国
は
37
分
野
で
リ
ー
ド
し
、

対
し
て
ア
メ
リ
カ
は
７
分
野
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

ル
ビ
オ
報
告
で
は
、「
中
国
製
造
２
０
２
５
」
の
成

果
を
評
価
し
て
い
ま
す
。
10
の
重
点
産
業
の
う
ち
、
Ｅ

Ｖ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
発
電
、
造
船
、
高
速
鉄
道
で
、
中

国
は
世
界
的
リ
ー
ダ
ー
の
地
位
を
築
い
て
い
る
。
航

空
・
宇
宙
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
新
素
材
、
ロ
ボ

ッ
ト
・
工
作
機
械
、
半
導
体
は
大
き
く
前
進
し
て
い
る

も
の
の
、
ま
だ
リ
ー
ダ
ー
と
は
言
え
な
い
。
目
標
に
全

く
至
っ
て
い
な
い
分
野
は
農
業
機
械
の
一
つ
の
み
、
と

丁委員
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報
告
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
報
告
書
の
冒
頭
に
は
、
興
味
深
い
記
載
が
あ
り
ま
す
。「
も
し
習
近
平
が
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
運
用
実
績
に
は
大
い
に
満
足
し
て
い
る
だ
ろ
う
」

と
記
し
、
中
国
製
造
２
０
２
５
の
実
績
を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
、
人
工
知
能
の
三
つ
の
先
端
分
野
の
最
新
状
況
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

高
工
産
業
研
究
院
（
Ｇ
Ｇ
Ｉ
Ｉ
）
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
分
野
で
は
、
中
国
市
場
に

お
け
る
地
場
メ
ー
カ
ー
製
ロ
ボ
ッ
ト
の
シ
ェ
ア
は
、
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
２
３
年
で
24
％
か
ら
52
％

へ
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
最
新
レ
ポ
ー
ト

（
註
４
）

に
よ
れ
ば
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
分
野
で
は
、
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
入
る
上
位
１
０
０
社
の
上
場
企
業
の
う
ち
、
ア
メ
リ
カ
企
業
は
34
社
、
そ
れ
に

対
し
て
中
国
大
陸
は
31
社
を
占
め
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
水
準
に
ま
で
発
展
を
遂
げ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
人
工
知
能
で
す
。
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
杭
州
のD

eepS
eek

は
今

（註４） Morgan Stanley. “The Humanoid 100: Mapping the Humanoid Robot 
Value Chain”, 2025
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年
１
月
、
人
工
知
能
の
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
で
あ
る
Ｒ
１
モ
デ
ル
を
開
発
し
、
ア
メ
リ
カ
のO

penA
I

社
のC

hatG
P

T

と
ほ
ぼ
同
等
の
性
能
を
、
約
10
分
の
１
の
コ
ス
ト
で
実
現
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
発
表
は
ア
メ
リ
カ
の
株
式
市
場
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
株
価
を
は
じ
め

と
す
る
ナ
ス
ダ
ッ
ク
が
大
暴
落
し
た
こ
と
は
、
記
憶
に
も
新
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
挙
国
体
制
の
構
築

　

先
端
産
業
の
発
展
に
関
す
る
こ
う
し
た
実
績
は
、
ど
の
よ
う
な
体
制
の
下
で
達
成
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
新
型
挙
国
体
制
」
で
す
。
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

　

ま
ず
、「
挙
国
体
制
」
と
は
何
か
。
こ
れ
は
、
国
を
挙
げ
て
重
要
課
題
に
取
り
組
む
資
源
動
員
体
制

の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。
毛
沢
東
の
時
代
、
中
国
が
国
際
的
に
孤
立
し
た
状
況
の
中
で
両
弾
一
星

（
原
子
爆
弾
、
水
素
爆
弾
、
人
工
衛
星
）
の
独
自
開
発
に
成
功
し
た
の
は
、
こ
の
挙
国
体
制
の
賜
物
だ

っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

挙
国
体
制
と
い
う
言
葉
は
、
改
革
開
放
期
以
降
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
ご
く
一
部
の
分
野
を
除
い
て
死
語

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
習
近
平
政
権
下
で
復
活
し
、「
新
型
」
と
い
う
修
飾
語
が
付
さ
れ
る
よ
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う
に
な
り
ま
し
た
。

　

で
は
、
ど
こ
が
新
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
旧
来
の
挙
国
体
制
が
主
と
し
て
政
府
主
導
で
資
源
を
動
員

し
て
い
た
の
に
対
し
、
新
型
挙
国
体
制
で
は
市
場
原
理
も
併
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

競
争
の
原
理
が
強
く
働
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
挙
国
体
制
に
は
、
主
に
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
地
域
間
競
争
で
す
。
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
各
国
が
と
っ
て
き
た
通
常
の
産
業
政
策
は
、
中
央
主
導
で
特
定
の
産
業
や
企

業
に
対
し
て
資
源
を
集
中
的
に
投
入
す
る
た
め
、
競
争
を
抑
制
す
る
側
面
が
強
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
中
国
の
場
合
は
、
地
方
政
府
が
産
業
政
策
の
制
定
と
執
行
に
関
し
て
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

と
っ
て
い
る
側
面
が
強
く
あ
り
ま
す
。
地
域
と
地
域
の
間
で
は
、
経
済
発
展
や
先
端
産
業
の
育
成
を
め

ぐ
っ
て
非
常
に
激
し
い
競
争
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
半
導
体
産
業
政
策
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
産
業
政
策
に
お
け
る
中
央
と
地
方
の
役

割
分
担
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。
中
央
レ
ベ
ル
で
は
、
基
本
的
に
政
策
の
大
枠
の
決
定
に
と
ど
め
て

い
ま
す
。
例
え
ば
２
０
２
０
年
に
国
務
院
が
発
表
し
た
重
要
な
半
導
体
産
業
政
策
で
は
、
資
金
面
の
支

援
政
策
は
優
遇
税
制
に
集
中
し
て
お
り
、
補
助
金
へ
の
言
及
す
ら
見
当
た
ら
ず
、
資
金
以
外
の
支
援
政
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策
も
基
本
的
な
措
置
の
制
定
は
地
方
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
地
方
レ
ベ
ル
で
は
、
補
助
金
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
関
す
る
詳
細
な
措
置
が
決
定
し
て

い
ま
す
。
江
蘇
省
蘇
州
市
の
半
導
体
産
業
政
策
で
は
、
補
助
金
に
つ
い
て
、
研
究
開
発
費
や
テ
ー
プ
ア

ウ
ト
費
用
に
対
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
補
助
額
を
付
け
て
い
く
の
か
、
非
常
に
詳
細
な
記
載
が
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
整
備
、
投
資
環

境
改
善
の
四
つ
の
面
に
お
い
て
、
具
体
的
な
支
援
策
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
国
の
地
域
は
、
重
層
的
な
構
造
を
成
し
て
い
ま
す
。
江
蘇
省
が
あ
り
、
そ
の
下
に
市
、
例
え
ば
蘇

州
市
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
下
に
さ
ら
に
県
、
区
、
あ
る
い
は
開
発
区
と
い
う
行
政
単
位
も
あ
り
ま
す
。

省
と
省
の
間
、
市
と
市
の
間
、
さ
ら
に
開
発
区
と
開
発
区
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
産
業
政
策
を
発
表
し
、

熾
烈
な
地
域
間
競
争
が
展
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
競
争
は
、
激
し
い
企
業
間
競
争
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
中
国
の
産
業
発
展

に
大
き
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。
し
か
し
、
後
半
で
分
析

す
る
よ
う
に
、
現
在
の
中
国
の
製
造
業
が
抱
え
る
過
剰
生
産
な
ど
の
問
題
も
、
実
は
こ
う
し
た
地
域
間

競
争
の
構
造
に
深
く
根
ざ
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
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新
型
挙
国
体
制
の
新
し
さ
の
二
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
民
間
企
業
支
援
で
す
。
実
は
国
有
企
業
よ
り

も
民
間
企
業
が
、
産
業
政
策
の
重
要
な
支
援
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
中
国
で
は
２
０
１
０
年
代

以
降
、
国
有
企
業
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
拡
大
し
、
民
間
企
業
が
後
退
す
る
「
国
進
民
退
」
が
大
き
く
進
ん

だ
と
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
米
中
対
立
で
も
、
中
国
政
府
が
補
助
金
を
通
じ
て
赤
字
経
営
の
国

有
企
業
を
支
援
し
て
き
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
発
表
さ
れ
た
実
証
研
究
に
よ
る
と
、
役
割
分
担
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
実
際

に
は
国
有
企
業
と
民
間
企
業
の
ど
ち
ら
も
産
業
政
策
の
支
援
の
対
象
で
あ
り
、
分
野
に
よ
っ
て
は
民
間

企
業
の
ほ
う
が
重
点
的
に
支
援
さ
れ
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
国
政
府
は
、
民
間

テ
ッ
ク
企
業
を
重
点
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
旺
盛
な
企
業
家
精
神
を
引
き
出
し
、
起
業
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
活
発
化
を
図
っ
て
き
た
の
が
実
状
で
す
。

　

実
証
研
究
の
成
果
を
一
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。「
通
商
白
書
２
０
２
２

（
註
５
）

」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
中

国
製
造
２
０
２
５
に
関
連
す
る
六
つ
の
先
端
産
業
に
対
す
る
補
助
金
額
の
10
年
間
の
推
移
を
検
証
し
ま

し
た
。
企
業
を
四
つ
の
所
有
制
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
く
ら
い
の
補
助
金
が
支
払
わ
れ
て
い
た

の
か
を
計
測
し
た
研
究
で
す
（
15
～
17
ペ
ー
ジ
資
料
１
）。

（註５） 経済産業省（2022）. 「通商白書 2022」
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資料 1　主要分野における企業タイプ別
　　　 補助金総額の推移

（
年
）

２
０
１
１

２
０
１
２

２
０
１
３

２
０
１
４

２
０
１
５

２
０
１
６

２
０
１
７

２
０
１
８

２
０
１
９

２
０
２
０

14

12

10

8

6

4

2

0 ■ ■ ■ ■ ■
■

■ ■ ■
■

● ● ● ●
● ●

● ●

●
●

■ ■
■ ■ ■ ■

■
■ ■

■

（次世代情報技術産業）
（10億元）

民営企業

民営企業

公衆企業

国有企業（中央）

国有企業（地方）

国有企業（中央）
国有企業（地方）
民営企業▲

◆

■

公衆企業●

（
年
）

２
０
１
１

２
０
１
２

２
０
１
３

２
０
１
４

２
０
１
５

２
０
１
６

２
０
１
７

２
０
１
８

２
０
１
９

２
０
２
０

10

8

6

4

2

0

（バイオ医薬・高性能医療機器）
（10億元）

国有企業（中央）
国有企業（地方）
民営企業▲

◆

■

公衆企業●

●
● ● ● ● ● ● ● ● ●

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
公衆企業

国有企業（地方）

国有企業（中央）

▲
▲ ▲ ▲

▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲ ▲ ▲
▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲

◆
◆ ◆ ◆ ◆

◆
◆

◆ ◆ ◆
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補助金総額の推移

２
０
１
１

２
０
１
２

２
０
１
３

２
０
１
４

２
０
１
５

２
０
１
６

２
０
１
７

２
０
１
８

２
０
１
９

２
０
２
０

２
０
１
１

２
０
１
２

２
０
１
３

２
０
１
４

２
０
１
５

２
０
１
６

２
０
１
７

２
０
１
８

２
０
１
９

２
０
２
０

4

3

2

1

0 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
◆ ◆

●
●

● ● ●
●

● ●

●

●

▲ ▲ ▲
▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲

▲

■ ■

■

■
■ ■ ■

■

■

■

◆
◆ ◆

◆ ◆
◆

◆

◆

◆
◆

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
▲

▲ ▲
▲ ▲

▲

▲

▲ ▲

▲

（半導体）
（10億元）

国有企業（中央）
国有企業（地方）
民営企業▲

◆

■

公衆企業●

14

12

10

8

6

4

2

0

（省エネルギー・新エネルギー自動車）
（10億元）

国有企業（中央）
国有企業（地方）
民営企業▲

◆

■

公衆企業●

民営企業

民営企業

公衆企業

公衆企業

国有企業（中央）

国有企業（中央）

国有企業（地方）

国有企業（地方）

（
年
）

（
年
）

■

（備考） 「半導体」はトランジスタ、ダイオードなど単機能の 「ディスクリート部品」 と
「集積回路」に分かれており、 さらに後者は製造工程別に「設計」「製造」「パッケー
ジング」の3分類がある。 この4項目を半導体として集計した。
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資料 1　主要分野における企業タイプ別

（
年
）

２
０
１
１

２
０
１
２

２
０
１
３

２
０
１
４

２
０
１
５

２
０
１
６

２
０
１
７

２
０
１
８

２
０
１
９

２
０
２
０

3

2

1

0

（10億元）

（
年
）

２
０
１
１

２
０
１
２

２
０
１
３

２
０
１
４

２
０
１
５

２
０
１
６

２
０
１
７

２
０
１
８

２
０
１
９

２
０
２
０

12

10

8

6

4

2

0

■

■ ■ ■
■

■
■

■

■

■

●
●

●
● ● ● ● ● ●

●▲
▲ ▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲

▲

（新材料）
（10億元）

国有企業（中央）
国有企業（地方）
民営企業▲

◆

■

公衆企業●

（太陽光発電装置）

国有企業（中央）
国有企業（地方）
民営企業▲

◆

■

公衆企業●

民営企業

民営企業

公衆企業

公衆企業

国有企業（中央）

国有企業（中央）

国有企業（地方）

国有企業（地方）

▲
▲

▲
▲ ▲

▲

▲

▲

▲

▲

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■● ● ● ● ● ● ● ●
●

●

（出所） 経済産業省 「通商白書2022」 第 I -2-4-38図より転載。元資料は、各社公開
　　　 情報より作成。
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注
目
い
た
だ
き
た
い
の
は
民
間
企
業
（
▲
の
線
）
で
す
。
次
世
代
情
報
技
術
産
業
、
バ
イ
オ
、
太
陽

光
発
電
に
関
し
て
は
、
２
０
１
０
年
代
の
当
初
か
ら
、
民
間
企
業
を
中
心
に
補
助
金
が
支
給
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
新
材
料
、
素
材
の
開
発
に
関
し
て
も
、
２
０
２
０
年
に
な
る
と
民

間
企
業
が
第
1
位
に
躍
り
出
ま
し
た
。
半
導
体
と
新
エ
ネ
車
に
関
し
て
は
初
期
投
資
の
規
模
が
非
常
に

大
き
く
、
ど
う
し
て
も
国
有
企
業
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
民
間
企
業

に
支
払
わ
れ
た
補
助
金
は
、
常
に
2
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

中
国
政
府
は
、
こ
の
「
新
型
挙
国
体
制
」
に
お
け
る
国
有
企
業
と
民
間
企
業
の
役
割
分
担
に
対
し
て
、

明
確
な
認
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
国
有
企
業
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
、「
戦
略
的
テ
ッ
ク
パ
ワ
ー
」、「
オ

リ
ジ
ナ
ル
技
術
の
震
源
地
」、
そ
し
て
「
忍
耐
資
本
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
象
徴
さ
れ
る
、
非
常
に

息
の
長
い
研
究
開
発
で
す
。
一
方
で
民
間
企
業
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
質
の
高

い
発
展
を
推
進
す
る
「
生
力
軍
」、「
新
産
業
創
出
の
担
い
手
」、「
起
業
を
通
じ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

で
す
。

　

新
型
挙
国
体
制
下
で
の
施
策



19 講演 1

　

こ
の
新
型
挙
国
体
制
の
下
で
、
中
国
政
府
は
具
体

的
に
何
を
や
っ
て
き
た
の
か
。
資
金
供
給
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
整
備
、
先
端
技
術
の
社
会
実
装
の
三

つ
の
面
を
中
心
に
解
説
し
ま
す
。

　

ま
ず
資
金
供
給
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
の
指
標
を

挙
げ
て
み
ま
す
。
一
つ
目
は
科
学
研
究
費
で
す
。
規

模
を
み
る
と
、
中
国
の
科
学
研
究
費
は
２
０
２
１
年

時
点
で
66
・
１
兆
円
に
達
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
に

次
い
で
世
界
第
２
位
で
す
。
ま
た
伸
び
率
で
み
る

と
、
中
国
の
研
究
開
発
費
は
２
０
０
０
年
代
以
降

２
０
２
１
年
ま
で
の
間
に
31
・
２
倍
も
拡
大
し
て
き

ま
し
た

（
註
６
）。

こ
れ
は
主
要
国
の
中
で
、
最
も
高
い
伸
び

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

二
つ
目
の
指
標
は
、
産
業
政
策
の
主
な
ツ
ー
ル
で

資料 2　資金供給：産業補助金

（出所） Gerard DiPippo, “Red Ink: Estimating Chinese Industrial Policy Spending in
　　　 Comparative Perspective”, 2022.のFigure3.4とFigure3.5のデータをもとに、
　　　 筆者作成。

国
・
地
域

補
助
金
額

（
１０
億
ド
ル
）

中
国
大
陸

248

1.73
％

補
助
金
の

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

ア
メ
リ
カ

84

0.39
％

日
本

26

0.5
％

ド
イ
ツ

16

0.41
％

フ
ラ
ン
ス

15

0.55
％

韓
国

10

0.67
％

ブ
ラ
ジ
ル

6

0.33
％

台
湾

2

0.41
％

中
国
大
陸

（
国
際
比
較
用
）

212

1.48
％

（註６） 科学技術・学術政策研究所「科学技術指標 2024」
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あ
る
補
助
金
で
す
（
資
料
２
）。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
戦
略
国
際
問
題
研
究

所
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
が
発
表
し
た
数
字
で
す
。
ま
ず
補
助
金
額
を
、
国
際
比
較
が
可
能
な
数
字
で
見
て
み

ま
す
。
２
０
１
９
年
、
中
国
の
年
間
補
助
金
額
は
２
１
２
０
億
ド
ル
と
い
う
巨
額
の
数
字
で
、
２
位
の

ア
メ
リ
カ
（
８
４
０
億
ド
ル
）
の
３
倍
近
く
に
達
し
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
中
国
が

１
・
48
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
２
位
の
韓
国
は
０
・
67
％
、
３
位
の
フ
ラ
ン
ス
は
０
・
55
％
と
、
中
国

と
他
の
主
要
国
の
間
で
２
～
３
倍
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。

　

留
意
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
産
業
補
助
金
の
大
半
は
、
中
央
政
府
で
は
な
く
地
方
政
府
か
ら

支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
人
工
知
能
産
業
の
事
例
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
国
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
産
業
政
策
の
原
点
は
、
２
０
１
７
年
の
「
次
世
代
人
工
知
能
発
展
計
画
」
に

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
政
府
引
導
基
金
の
創
設
や
優
遇
税
制
、
補
助
金
支
給
な
ど
の
大

き
な
原
則
に
こ
そ
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
施
策
は
ほ
と
ん
ど
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

一
方
、
地
域
レ
ベ
ル
で
策
定
さ
れ
た
政
策
で
は
、
補
助
金
に
関
す
る
非
常
に
詳
細
な
記
載
が
見
ら
れ

ま
す
。
今
年
２
月
に
中
国
の
各
主
要
都
市
で
発
表
さ
れ
た
、
Ａ
Ｉ
の
産
業
政
策
の
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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例
え
ば
、
杭
州
は
、D

eepS
eek

な
ど
が
立
地
す
る
中
国
を
代
表
す
る
ハ
イ
テ
ク
の
街
で
す
が
、
産

業
政
策
用
資
金
の
う
ち
15
・
72
％
を
、
汎
用
人
工
知
能
（
Ａ
Ｇ
Ｉ
）、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
未
来
産
業

に
投
資
す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
中
国
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
」
と
言
わ
れ
る
深
圳
で
は
、

１
０
０
億
元
規
模
の
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
基
金
を
設
立
し
、
Ａ
Ｉ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
、
エ
ン
ボ
デ
ィ
ド
Ａ
Ｉ
に
重
点
的
に
投
資
す
る
計
画
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

資
金
供
給
の
三
つ
目
の
指
標
は
、
官
民
フ
ァ
ン
ド
の
一
種
で
あ
る
政
府
引
導
基
金
で
す
。
中
国
に
お

け
る
政
府
引
導
基
金
の
規
模
は
、
２
０
１
４
年
の
１
６
２
５
億
元
か
ら
２
０
２
３
年
に
な
る
と
３
兆
元

近
く
、
20
倍
弱
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

　

政
府
引
導
基
金
の
創
設
の
主
役
は
、
や
は
り
地
方
政
府
で
す
。
資
金
規
模
に
関
し
て
も
、
フ
ァ
ン
ド

の
数
に
関
し
て
も
、
地
方
レ
ベ
ル
の
引
導
基
金
の
割
合
は
全
体
の
９
割
以
上
を
占
め
て
い
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ァ
ン
ド
全
体
に
占
め
る
、
政
府
引
導
基
金
の
割
合
も
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
２
０
１
４
年
か
ら
２
０
２
３
年
ま
で
の
10
年
間
、
国
有
資
本
の
Ｌ
Ｐ
（Lim

ited P
artners

）

に
よ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
へ
の
出
資
比
率
は
、
約
20
％
か
ら
約
40
％
ま
で
倍
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
政
府
引
導
基
金
は
、
実
は
中
国
に
お
け
る
先
端
産
業
の
新
産
業
創
出
を
促
す
上
で
非
常
に
顕
著
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な
政
策
効
果
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
Ａ
Ｉ
や
半
導
体
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ

ク
系
の
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
の
台
頭
に
は
っ
き
り
と
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
は

時
価
総
額
10
億
ド
ル
を
上
回
る
ハ
イ
テ
ク
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
す
が
、
中
国
の
場
合
、
そ
の
資
金
調

達
は
ほ
と
ん
ど
が
政
府
引
導
基
金
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
２
０
１
６
年
と
２
０
２
３
年
の
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
を
比
較
し
て
み
ま
す
。
16
年
の
時
点
で
、

ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
の
数
は
１
３
１
社
あ
り
、
そ
の
う
ち
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
系
の
企
業
は
、
３
分
の
１
弱

の
35
社
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
上
位
５
業
種
は
、
Ｅ
Ｃ
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、

配
車
サ
ー
ビ
ス
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
い
う
分
布
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
23
年
に
な
る
と
、
ユ
ニ
コ

ー
ン
自
体
は
３
７
５
社
に
ま
で
増
え
、
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
系
の
企
業
は
２
４
９
社
に
ま
で
増
え
、
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
。
業
種
分
布
を
見
て
み
る
と
、
上
位
は
集
積
回
路
、
新
エ
ネ
車
、
新
薬
、
自
動
運
転

な
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
政
府
は
引
導
基
金
を
通
じ
て
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
を
育
成

し
、
新
た
な
産
業
分
野
を
け
ん
引
し
て
き
た
と
い
う
特
徴
が
強
く
出
て
い
ま
す
。

　

中
国
政
府
が
新
型
挙
国
体
制
の
下
で
行
っ
た
取
り
組
み
の
二
つ
目
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
整
備

で
す
。
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こ
ち
ら
の
資
料
３
は
、
中
国
に
お
け
る

Ｅ
Ｖ
生
産
の
上
位
10
都
市
の
数
字
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
各
都
市
の
間
で
、
完
成
車
メ

ー
カ
ー
を
め
ぐ
っ
て
非
常
に
激
し
い
誘
致

合
戦
が
あ
り
、
ど
の
都
市
に
も
基
本
的
に

複
数
の
完
成
車
メ
ー
カ
ー
が
集
積
し
て
い

ま
す
。
特
に
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

の
Ｂ
Ｙ
Ｄ
は
、
上
位
10
都
市
の
う
ち
５
都

市
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

　

着
目
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
生
産
台
数

の
前
年
比
率
で
す
。
10
都
市
の
う
ち
２
都

市
を
除
い
た
他
の
都
市
で
は
、
い
ず
れ
も

１
０
０
％
以
上
、
多
い
都
市
で
は
倍
以
上

の
拡
大
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
背
後
に
サ

芜湖

資料 3　サプライチェーンの整備で急拡大する
　　　 EV産業（2022）

（出所） 呉静 「西安上海争『新能源車第一城』、 城市打响新汽車争奪戦」（『汽車商業評論』
2023年10月22日） の表をもとに筆者作成。 主力メーカーの情報は、 各種イン
ターネット資料をもとに筆者が補足した。

順位 都市 主力メーカー 生産台数
（万台）

前年比

1 西安 BYD、吉利、陕西汽車 101.52 277.7%

2 上海 テスラ、上海汽車、上海GM、上海VW 98.86 56.5%

3 深圳 BYD 84.88 183.4%

4 柳州 柳州五菱、東風柳州汽車 66.7 38.6%

5 長沙 BYD、上汽VW長沙工場 44.72 238.5%

8 広州 广汽埃安、小鹏、广汽丰田新能源 31.37 119.9%

9 合肥 蔚来汽車、VW安徽、BYD、江淮汽车、合肥长安 25.5 133%

10 奇瑞 21.58 125.8%

6 重慶 长安新能源、金康赛力斯、フォード 36.5 140%

7 常州 BYD、理想、北汽新能源 34
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プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
整
備
が
あ
り
ま
す
。
政
府
に
よ
っ
て
強
力
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
整
備
さ
れ
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
誘
致
が
進
め
ら
れ
て
き
た
事
実
が
、
非
常
に
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。

　

生
産
数
９
位
の
合
肥
は
、
最
近
中
国
で
注
目
さ
れ
る
新
興
の
ハ
イ
テ
ク
都
市
で
す
。
合
肥
の
最
も
重

要
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、
蔚
来
汽
車
（
Ｎ
Ｉ
Ｏ
）
と
い
う
会
社
で
す
。
こ
の
会
社
の
誘
致

に
合
わ
せ
、
当
時
の
合
肥
市
政
府
は
一
気
に
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
１
２
０
社
と
Ｅ
Ｖ
に
関
連
す
る
50
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
誘
致
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
無
名
の
地
方
都
市
か
ら
中
国
の
重
要
な
Ｅ

Ｖ
の
生
産
拠
点
に
劇
的
な
変
身
を
遂
げ
た
わ
け
で
す
。

　

先
端
産
業
の
育
成
を
考
え
る
上
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
整
備
が
な
ぜ
重
要
な
の
か
、
も
う
少
し
踏

み
込
ん
で
分
析
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
は
Ｅ
Ｖ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
、
先
端
産
業
の
展
開
に
必
要
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
高
度
な
互
換
性
を
持

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
実
は
非
常
に
重
要
で
す
。
例
え
ば
Ｅ
Ｖ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
約
８
割
は
、

そ
の
ま
ま
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
、
す
な
わ
ち
ｅ
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
（
電
動
垂
直
離
着
陸
機
）
の
生
産
に
転
用
が
可
能

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
の
場
合
も
ほ
ぼ
同
じ
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。
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ま
た
Ｅ
Ｖ
向
け
に
開
発
し
た
電
動
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
Ｅ
Ｖ
の
コ
ア
部
品
で
す
が
、
そ
の
ま
ま

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
の
技
術
基
盤
と
し
て
転
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
中
国
は
こ
れ
ま
で
Ｅ
Ｖ
や

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
に
関
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
大
々
的
に
整
備
し
た
お
か
げ
で
、
今
後
、

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
や
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
が
必
要
な
先
端
産
業
の
発
展
に
お
い
て
、
持

続
的
な
新
産
業
創
出
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
最
近
で
は
、
一
部
の
地
方
政
府
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
整
備
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
ま
で
乗
り
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
蘇
州
で
は
、

半
導
体
産
業
を
振
興
す
る
た
め
に
産
学
連
携
を
推
進
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
南
京
大
学
な
ど
五
つ

の
大
学
や
研
究
機
関
を
地
元
に
誘
致
し
て
き
ま
し
た
。
次
に
、
支
援
施
設
と
し
て
蘇
州
市
Ｉ
Ｃ
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
、
半
導
体
設
計
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
、
知
財
等
に
関
す
る
公
共
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
車
載
半
導
体
と
ハ
イ
パ
ワ
ー
レ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｃ
に
関
し
て
は
、
政
府

主
導
の
下
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
も
結
成
し
、
半
導
体
を
め
ぐ
る
共
同
開
発
体
制
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
挙
国
体
制
下
の
三
つ
目
の
取
り
組
み
は
、
先
端
技
術
の
社
会
実
装
で
す
。
な
ぜ
社
会
実
装
が
必
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要
な
の
か
と
い
う
と
、
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
伝
統
産
業
の
生
産
性
向
上
で
す
。
先

端
技
術
を
伝
統
産
業
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
の
効
率
性
を
上
げ
て
い
く
。

　

二
つ
目
は
、
多
様
な
応
用
場
面
の
創
出
で
す
。
先
端
技
術
そ
の
も
の
は
、
非
常
に
高
い
不
確
実
性
を

伴
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
で
付
加
価
値
が
生
み
出
せ
る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
な
活
用
シ
ー

ン
の
中
で
の
試
行
錯
誤
を
経
て
、
初
め
て
実
際
の
ニ
ー
ズ
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
応
用
場
面

の
創
出
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
デ
ー
タ
に
関
連
し
て
い
ま
す
。
社
会
実
装
を
進
め
る
こ
と
で
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
改
善
し
て
い
き
、
新
技
術
の
進
化
を
促
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社

会
実
装
重
視
の
観
点
か
ら
中
国
の
産
業
政
策
に
関
す
る
文
書
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
＋
」、「
ロ
ボ
ッ
ト
＋
」、「
Ａ
Ｉ
＋
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
頻
繁
に
登
場
し
ま
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
社
会
実
装
の
事
例
を
、
ご
く
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
中
央
は
、「
第
14
次
五

カ
年
計
画
」
で
大
き
な
政
策
を
決
め
、
そ
の
次
に
工
業
信
息
化
部
は
社
会
実
装
を
推
進
す
る
た
め
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
「『
ロ
ボ
ッ
ト
＋
』
応
用
行
動
実
施
方
案
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
配
置
密
度
や
分
野
ご
と
の
サ
ー
ビ
ス
用
ロ
ボ
ッ
ト
、
特
殊
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
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入
水
準
な
ど
の
数
値
目
標
に
加
え
、
さ
ら
に
ど
の
分
野
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
べ
き
か
、
製
造
業
、

農
業
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
、
10
の
応
用
領
域
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

中
央
の
政
策
を
受
け
た
、
地
方
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
見
て
お
き
ま
す
。
地
方
は
中
央
と
比
べ
る
と
、

よ
り
具
体
的
な
数
値
目
標
と
支
援
策
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
江
蘇
省
で
は
、
２
０
２
４
年
に
省
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
政
策
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
政

策
で
は
、
製
造
業
で
あ
れ
ば
、
従
業
員
１
万
人
あ
た
り
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
配
置
数
は
５
０
０
台
に
引
き
上

げ
る
こ
と
、
そ
し
て
模
範
と
な
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
応
用
場
面
を
50
選
別
す
る
と
い
う
数
値
目
標
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
国
が
指
定
し
た
10
の
重
点
領
域
に
お
い
て
ロ
ボ
ッ
ト
の
メ
ー
カ
ー
と
ユ
ー
ザ
ー
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
進
め
、
一
番
優
秀
な
ロ
ボ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
て
は
、
一
時
金
と
し
て
最
大
で

１
０
０
万
元
を
給
付
す
る
な
ど
、
具
体
的
な
数
字
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
政
府
か
ら
支
給
さ
れ
た
補
助
金
は
社
会
実
装
を
促
し
、
さ
ら
に
補
助
金

を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
好
循
環
が
こ
れ
ま
で
働
い
て
き
た
こ
と
で
す
。
政
府
の
補
助
金
が
あ
れ
ば
、

国
産
ロ
ボ
ッ
ト
の
採
用
で
品
質
問
題
が
生
じ
て
も
、
損
失
の
大
部
分
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
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そ
の
結
果
、
国
産
ロ
ボ
ッ
ト
の
採
用
比
率
が
高
ま
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
に
大
量
の
デ
ー
タ
が
蓄
積

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
品
質
の
改
善
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
進
化
に
つ
な
が
り
、

そ
れ
は
地
場
メ
ー
カ
ー
の
採
用
比
率
の
さ
ら
な
る
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。
地
場
企
業
が
成
長
し
て
く
る

と
税
金
が
増
え
、
さ
ら
に
新
分
野
に
補
助
金
を
つ
ぎ
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
や

他
の
先
端
分
野
の
場
合
で
も
、
こ
の
よ
う
な
補
助
金
と
社
会
実
装
を
め
ぐ
る
好
循
環
が
働
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題

　

最
後
に
、
中
国
の
先
端
産
業
育
成
に
関
し
て
、
三
つ
の
問
題
点
と
課
題
を
指
摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
過
剰
生
産
の
問
題
で
す
。
地
域
間
競
争
の
結
果
、
ど
の
地
域
で
も
巨
大
な
生
産
能
力
が
形
成

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
特
に
Ｅ
Ｖ
や
太
陽
光
発
電
に
関
し
て
は
、
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
不
動
産
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
よ
り
、
中
国
で
は
内
需
が
非
常
に
低
迷
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
消
費

し
き
れ
な
く
な
り
、
ど
う
し
て
も
輸
出
市
場
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
は
中
国
と
主

要
国
間
の
貿
易
摩
擦
の
重
要
な
原
因
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
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二
つ
目
は
持
続
可
能
性
の
問
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
強
調
し
て
き
た
よ
う
に
、
補
助
金
や
政

府
引
導
基
金
の
大
部
分
は
地
方
政
府
が
財
源
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
不
動
産
バ
ブ
ル
の
崩
壊
で
地

方
政
府
の
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
て
し
ま
い
、
債
務
危
機
に
直
面
し
て
い
る
政
府
す
ら
出
て
き
て
い
ま

す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
従
来
の
よ
う
に
新
型
挙
国
体
制
の
下
で
新
興
産
業
、
先
端
産
業
の
支
援
が
で

き
る
か
ど
う
か
、
か
な
り
不
透
明
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
産
業
政
策
が
万
能
薬
で
は
な
く
、
政
策
と
無
縁
の
と
こ
ろ
で
発
展
を
遂
げ
て
き
た

先
端
分
野
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
で
す
。
例
え
ばD

eepS
eek

が
そ
の
典
型
例
で
す

し
、
中
国
が
高
い
競
争
力
を
持
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ｅ
コ
マ
ー
ス
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
分
野
も
、
産
業
政
策
と
は

ほ
と
ん
ど
関
係
な
く
、
市
場
原
理
の
下
で
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
政
府
の
介
入
と
企
業
家
の
創
意

工
夫
の
バ
ラ
ン
ス
を
今
後
ど
の
よ
う
に
取
っ
て
い
く
の
か
。
今
後
の
中
国
の
先
端
産
業
を
見
る
上
で
は
、

最
も
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。





【
講
演
２
】人

口
減
少
社
会
に
転
じ
た
中
国
で
、社
会
保
障

制
度
改
革
の
重
点
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
る
の
か

　

片
山　

ゆ
き

経
団
連
総
合
政
策
研
究
所 
研
究
委
員
／

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
保
険
研
究
部 

主
任
研
究
員
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は
じ
め
に

　

私
か
ら
は
社
会
保
障
改
革
に
つ
い
て
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
中
国
の
人
口
減
少
、
社
会

の
担
い
手
の
減
少
、
雇
用
の
流
動
化
の
中
で
、
社
会
保
障
制
度
の
改
革
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
現

状
と
今
後
の
動
向
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
推
計
か
ら
見
る
未
来
像

　

ま
ず
、
少
子
化
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。
一
人
っ
子
政
策
緩
和
後
、
中
国
で
２
０
１
６
年
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
の
数
は
１
７
８
６
万
人
と
微
増
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
翌
年
か
ら
減
少
に
転
じ
、
直
近

７
年
で
お
よ
そ
半
分
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
は
出
産
や
子
育
て
に
よ
い
と
さ
れ
る
辰
年

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
数
が
、
前
年
比
で
52
万
人
増
え
て
い
ま
す
が
、
全
体

と
し
て
は
大
き
く
減
少
に
転
じ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

次
に
、
第
１
子
、
第
２
子
、
第
３
子
と
い
う
出
生
順
序
別
で
出
生
率
を
確
認
し
て
み
る
と
、
第
２
子

の
出
産
が
い
っ
た
ん
増
え
た
も
の
の
、
２
０
１
７
年
以
降
、
急
激
に
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
近
年

の
急
速
な
少
子
化
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
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一
人
っ
子
政
策
は
男
女
の
出
生
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、

女
性
の
人
口
が
男
性
の
人
口
よ
り
も
大
幅
に
少
な
い
状

況
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
一
人
っ
子
政
策
は
生
ま
れ
て

く
る
子
ど
も
の
数
を
減
ら
す
だ
け
で
は
な
く
、
結
果
と

し
て
、
将
来
母
と
な
る
女
性
人
口
を
減
ら
し
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
20
代
の
未
婚
化
の
上
昇
、

出
産
意
向
の
多
様
化
、
教
育
費
用
の
高
騰
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
複
合
的
に
絡
み

合
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

定
性
的
に
見
て
み
ま
す
。
出
産
育
児
を
し
た
く
な
い

理
由
を
働
く
男
女
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
男
性
、
女
性
と

も
最
多
回
答
が
「
養
育
に
か
か
る
経
済
的
な
負
担
が
重

い
」
で
し
た
。

　

一
方
、
男
性
と
女
性
の
認
識
の
差
が
一
番
大
き
か
っ

片山委員
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た
の
は
「
子
育
て
に
よ
る
仕
事
へ
の
影
響
が
心
配
」
で
、
女
性
が
23
・
１
％
、
男
性
が
３
・
７
％
で
し
た
。

中
国
は
女
性
の
労
働
参
加
率
が
高
い
た
め
、
子
育
て
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
へ
の
影
響
を
女
性
が
大
変

気
に
し
て
い
る
現
状
も
見
え
て
き
ま
す
。

　

加
え
て
「
企
業
及
び
社
会
に
よ
る
出
産
・
育
児
負
担
」
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
重
要
要
素
と
し
て

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
意
識
が
高
い
の
は
女
性
の
ほ
う
で
、
女
性
が
52
・
５
％
、
男

性
が
23
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
少
子
化
に
対
峙
し
て
い
く
中
で
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
、
企
業
や
社
会
に
よ
る
出
産
育
児
へ
の
負
担
、
理
解
、
さ
ら
に
は
働
き
方
の
柔
軟
化
が
大
変
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
中
国
は
、
高
齢
社
会
（
65
歳
以
上
が
全
人
口
の
14
％
以
上
を
占
め
る
）
を
迎
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
連
の
推
計
で
は
、
わ
ず
か
9
年
後
の
２
０
３
４
年
に
超
高
齢
社
会
へ
移
行
し
、
２
０
５
０

年
に
は
人
口
の
３
割
を
高
齢
者
が
占
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
35
ペ
ー
ジ
資
料
４

－

１
）。 

　

何
人
の
生
産
年
齢
人
口
（
中
国
の
場
合
は
15

－

59
歳
）
で
１
人
の
高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
を
支
え
て

い
る
の
か
を
見
て
み
る
と
（
36
ペ
ー
ジ
資
料
４

－

２
）、
２
０
２
５
年
現
在
で
は
３
人
を
割
り
、
２
・

93
人
で
支
え
て
い
る
状
況
で
す
。
２
０
３
４
年
に
は
１
・
99
人
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
１
人
を
割
る
の



35 講演 2

資料 4-1　人口推計から見る中国の未来像（高齢化の推移）

（出所） United Nations,World Population Prospects 2024より作成
　　　（いずれも特段の指定がない場合は中位推計を採用）

７％以上 14％以上 21％以上

2024推計
2000年

（7.02％）
2023年

（14.32％）
2034年

（21.83％）

2022推計
2001年

（7.12％）
2023年

（14.27％）
2034年

（21.60％）

2050年 2075年 2100年

2024推計 30.92％ 41.98％ 45.80％

2022推計 30.09％ 38.27％ 40.93％
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は
２
０
６
７
年
で
す
。
こ
う
し
た
ス
ピ
ー
ド
感
を
考
え
る
と
、
人
口
減
少
社
会
、
さ
ら
に
は
高
齢
化
が

進
む
中
で
社
会
保
障
制
度
を
変
え
て
い
く
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
時
間
は
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
現
在
の
社
会
保
障
制
度
は
、
人
口
が
増
加
局
面
に
あ
る
時
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
は
人
口
減
少
社
会
へ
急
速
に
転
じ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
そ
う
し
た
社
会
に
適
し
た
も
の
に
再
整

備
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

福
祉
ミ
ッ
ク
ス
体
制

　

中
国
の
社
会
保
障
制
度
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
示
し
た
の
が
、
資
料
５
（
38
ペ
ー
ジ
）
で
す
。
左
側
を

公
的
、
右
側
を
私
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
考
え
て
い

た
だ
い
て
い
い
か
と
思
い
ま
す
。 

　

公
的
保
障
に
は
公
的
扶
助
、
社
会
保
険
、
社
会
福
祉
、
軍
人
保
障
が
あ
り
、
メ
イ
ン
と
な
る
の
は
社

会
保
険
で
す
。
社
会
保
険
は
年
金
、
医
療
、
労
災
、
失
業
、
介
護
と
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
た
だ

介
護
に
関
し
て
は
現
在
試
行
段
階
に
あ
り
、
２
０
２
５
年
中
の
全
国
へ
の
制
度
普
及
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
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資
料
5　中

国
の
福
祉
ミ
ッ
ク
ス
体
制
と
は
？

   （
注

） 2019年
、生

育
保

険
と

医
療

保
険（

都
市

職
工

）を
統

合
。生

育
保

険
の

機
能

は
残

し
、保

険
料

を
積

み
立

て
た

基
金

、保
険

料
徴

収
や

手
続

き
、制

度
管

理
な

ど
を

　
　

　
 医

療
保
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と
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た

。
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社
会
保
障
制
度
で
、
中
国
が
欧
州
や
日
本
と
異
な
る
点
は
、
中
国
が
「
福
祉
ミ
ッ
ク
ス
体
制
」
を
敷

い
て
い
る
こ
と
で
す
。
福
祉
ミ
ッ
ク
ス
体
制
の
特
徴
は
、
国
家
が
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
（
高
機
能
）
の
社
会

保
障
制
度
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
制
度
の
運
営
の
一
部
、
も
し
く
は
加
入
促
進
に
民
間
企
業
を
活

用
し
て
い
る
点
で
す
。
介
護
、
労
災
、
年
金
の
具
体
的
な
例
を
後
ほ
ど
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

中
国
は
、
１
９
９
０
年
代
後
半
に
現
在
の
社
会
保
険
制
度
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時

期
は
、
欧
州
の
福
祉
国
家
の
危
機
が
あ
り
ま
し
た
。
国
家
が
財
政
資
金
を
投
入
し
、
積
極
的
な
所
得
再

分
配
機
能
を
持
つ
社
会
保
障
制
度
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
福
祉
国
家
体
制
が
危
機
に
直
面
し
、
再
編
さ

れ
て
い
る
時
に
、
中
国
の
社
会
保
険
制
度
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
加
え
て
当
時
の
中
国
は
、

国
の
財
政
的
な
自
由
度
が
小
さ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
欧
州
の
福
祉
国
家
体
制
の
よ
う
に
財
政
を
多
く
投

入
す
る
制
度
を
作
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
し
た
。

　

中
国
は
、
現
在
の
社
会
保
険
制
度
の
特
徴
を
四
つ
挙
げ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
国
民
に
①
「
広
く
普

及
」
さ
せ
る
制
度
を
作
り
、
②
「
基
本
を
保
障
」
し
、
政
府
か
ら
の
給
付
を
小
さ
く
と
ど
め
る
。
そ
の

代
わ
り
③
「
多
層
的
な
構
造
」
を
作
る
。
こ
こ
で
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
寄
付
も
含
め
て
民
間
を
活
用

し
、
多
層
的
に
す
る
こ
と
で
④
「
持
続
可
能
」
な
制
度
を
作
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
形
で
、
中
国
の
社
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会
保
険
制
度
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
６
に
、
２
０
２
９
年
ま
で
の
社
会
保
障
制
度
改
革
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
重
点

と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
年
金
や
介
護
を
中
心
と
す
る
老
後
保
障
。
ま
た
冒
頭
で
ご
報
告
し
た
と
お
り
、

少
子
化
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
子
育
て
支
援
の
施
策
に
動
き
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
保
障
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
中
国
の
場
合
、
公
安
や
民
生
、
衛
生
健
康
な

ど
を
管
轄
す
る
省
庁
が
保
有
す
る
情
報
を
社
会
保
障
当
局
と
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
保
障
サ
ー

ビ
ス
の
自
動
化
を
最
終
的
に
目
指
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
交
通
事
故
で
高
齢
者
が
亡
く
な
っ
た
と
い

う
情
報
が
公
安
に
入
れ
ば
、
自
動
的
に
年
金
の
給
付
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
と
い
っ
た
自
動
化
を
目
指
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

当
局
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
リ
、
さ
ら
に
は
ア
リ
ペ
イ
やW

eC
hat

か
ら
も
社
会
保
障
に
関
す
る
手

続
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
の
受
給
で
は
、
１
年
に
１
回
顔
認
証
を
し
て
不
正
受
給
を
回
避
し
て
い
ま
す
。
ま
た
医
療
に
関

し
て
も
、
保
険
会
社
の
保
険
金
の
不
正
請
求
の
防
止
、
入
院
の
不
正
を
防
ぐ
た
め
に
、
顔
認
証
の
導
入

が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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資
料
6　
2029年

ま
で
の
社
会
保
障
制
度
改
革
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

―
重
点
は「
老
後
保
障
」と「

子
育
て
支
援
」へ

 （
出

所
） 「

中
共

中
央

関
于

進
一

歩
全

面
深

化
改

革
  推

進
中

国
式

現
代

化
的

決
定

」よ
り

作
成

概
要

●
非

正
規

労
働

者
、

農
民

工
、

ギ
グ

ワ
ー

カ
ー

な
ど

新
た

な
就

業
　

形
態

の
労

働
者

を
対

象
と

し
た

社
会

保
険

の
整

備
●

就
業

地
で

社
会

保
険

に
加

入
す

る
際

の
戸

籍
制

限
の

撤
廃

●
社

会
保

険
の

ポ
ー

タ
ビ

リ
テ

ィ
の

整
備

●
農

村
か

ら
都

市
へ

の
移

住
者

に
よ

る
社

会
保

険
へ

の
加

入
促

進
●

出
産

・
育

児
、

教
育

に
か

か
る

コ
ス

ト
の

軽
減

●
産

休
・

育
休

制
度

、
子

育
て

支
援

の
整

備
●

子
育

て
に

か
か

る
個

人
所

得
税

の
優

遇
策

の
拡

大
●

出
産

・
子

ど
も

の
医

療
公

共
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

の
向

上
●

企
業

、
社

区
、

家
庭

に
お

け
る

託
児

施
設

拡
充

の
促

進
●

女
性

・
児

童
の

合
法

的
な

権
益

の
保

護
に

関
す

る
制

度
整

備

社
会
保
険

全
般

その他

子
育
て

女
性
・
児
童

●
障

が
い

者
制

度
及

び
関

連
サ

ー
ビ

ス
の

整
備

障
が
い
者

高
齢
者

住
宅

●
民

間
保

険
会

社
に

よ
る

金
融

包
摂

機
能

の
強

化
そ
の
他

●
独

居
・

障
が

い
の

あ
る

高
齢

者
向

け
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

●
高

齢
者

の
就

労
の

多
様

化
、

個
別

化
●

保
障

性
住

宅
の

供
給

拡
充

●
不

動
産

市
場

に
か

か
る

調
整

権
の

市
政

府
へ

の
拡

充
●

不
動

産
開

発
の

た
め

の
融

資
方

法
、

住
宅

販
売

の
制

度
改

革
●

不
動

産
に

関
す

る
税

制
の

整
備

●
定

年
退

職
年

齢
の

引
き

上
げ

（
本

人
の

希
望

、
定

年
退

職
年

齢
の

　
柔

軟
な

選
択

の
原

則
に

基
づ

く
）

●
老

後
保

障
制

度
の

拡
充

、
カ

バ
ー

範
囲

の
拡

大
●

保
険

料
の

負
担

と
給

付
の

調
整

●
都

市
・

農
村

住
民

年
金

の
基

礎
年

金
の

段
階

的
な

引
き

上
げ

年
金

1414111

労
災

医
療

社会保険

●
個

人
養

老
金

制
度

（
中

国
版

iD
eC

o）
の

推
進

●
老

後
保

障
に

関
す

る
民

間
保

険
の

補
完

機
能

の
拡

充
●

基
本

医
療

保
険

基
金

の
省

で
の

統
合

●
医

療
費

の
支

払
い

方
式

に
関

す
る

さ
ら

な
る

改
革

●
大

病
医

療
保

険
、

医
療

救
助

制
度

の
整

備
●

保
険

料
の

負
担

と
給

付
の

調
整

●
基

本
医

療
保

険
基

金
の

監
督

・
管

理
の

強
化

●
社

会
救

助
体

系
の

健
全

化
●

医
薬

・
衛

生
体

制
改

革
の

推
進

●
介

護
保

険
制

度
の

導
入

の
加

速
化

●
介

護
サ

ー
ビ

ス
給

付
の

最
適

化
●

社
区

に
お

け
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

施
設

の
育

成
●

公
的

介
護

施
設

の
運

営
の

健
全

化
●

企
業

に
よ

る
介

護
サ

ー
ビ

ス
へ

の
参

入
推

進
●

農
村

に
お

け
る

老
後

保
障

サ
ー

ビ
ス

の
問

題
点

の
改

善

●
非

正
規

労
働

者
、

農
民

工
、

ギ
グ

ワ
ー

カ
ー

な
ど

新
た

な
就

業
　

形
態

の
労

働
者

を
対

象
と

し
た

労
災

の
適

用
拡

大

失
業

介
護

（
試
行
中
）

●
非

正
規

労
働

者
、

農
民

工
、

ギ
グ

ワ
ー

カ
ー

な
ど

新
た

な
就

業
　

形
態

の
労

働
者

を
対

象
と

し
た

失
業

保
険

の
適

用
拡

大

概
要

（左記は「養老」とし

て老後保障も含む） 決
定
で
の

提
起
回
数
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社
会
保
障
関
係
費
の
急
増

　

な
ぜ
習
近
平
政
権
下
の
中
国
政
府
は
、
社
会
保
障
制
度
の
運
営
に
民
間
企
業
、
特
に
保
険
会
社
を
積

極
的
に
参
与
さ
せ
て
い
る
の
か
。
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
社
会
保
障
に
関
す
る
経
費
の
大
幅
な

増
大
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
中
国
で
は
、
社
会
保
障
関
係
費
が
何
を
示
す
の
か
を
き
ち
ん
と
法
律
で
定
め

て
い
ま
せ
ん
が
、
財
政
部
の
決
算
で
は
、
社
会
保
障
・
就
業
費
、
衛
生
・
健
康
費
と
社
会
保
障
に
関
す

る
大
き
な
費
目
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
を
合
計
す
る
と
６
兆
元
を
突
破
し
、
中
国
の
一
般
会
計
に
お
け
る
財
政
支
出
の
約
2
割
を

占
め
ま
す
。
特
に
習
近
平
政
権
下
の
10
年
間
で
、
国
庫
負
担
を
伴
う
制
度
を
新
た
に
導
入
し
て
い
な
い

も
の
の
、
当
初
２
兆
元
強
で
あ
っ
た
も
の
が
６
兆
元
に
達
し
、
３
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
点

か
ら
も
、
高
齢
化
が
社
会
保
障
関
係
費
に
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

中
国
は
社
会
保
障
関
係
費
に
介
護
に
関
す
る
経
費
が
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
さ
ら
に
動
向
を

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
障
に
関
す
る
経
費
は
、
一
般
会
計
に
お
け
る
占
有
率
が
一
貫
し
て
増
え
て
い
ま
す
。
規

模
も
大
き
く
、
増
加
率
も
大
き
い
た
め
、
財
政
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
引
き
続
き
大
き
い
と
考
え
ら
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れ
ま
す
。
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
介
護
保
険
の
試
行
経
費
が
含
ま
れ
て
い
な
い
点
や
、
今
後
、
少
子
化

対
策
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
の
か
留
意
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
に
関
す
る
財
政
補
助
は
お
よ
そ
２
兆
元
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
７
割
を
占
め
て
い
る
の
が

年
金
で
、
中
国
の
財
政
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
方
財
政
が
厳
し
く
な
る
中
、
年
金
難
民
や
年
金
の
遅
配
の
頻
発
に
対
す
る
懸
念
も
挙
が
っ
て
い
ま

す
が
、
制
度
と
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
資
料
７
（
44
・
45
ペ
ー
ジ
）
は
都
市

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
対
象
と
し
た
都
市
職
工
年
金
と
い
う
年
金
制
度
に
つ
い
て
示
し
て
お
り
、
こ
の
年

金
は
賦
課
方
式
で
す
。
都
市
職
工
年
金
の
制
度
全
体
と
し
て
の
積
立
金
の
余
裕
度
は
、
基
準
値
を
ク
リ

ア
し
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
制
度
は
省
な
ど
地
域
ご
と
に
管
理
を
し
て

お
り
、
地
域
間
の
格
差
が
大
き
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。 

　

資
料
７

－
２
で
は
「
都
市
職
工
年
金
の
積
立
度
合
い
」
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
分
子
が
当
年

度
の
積
立
金
残
高
、
分
母
が
当
年
度
の
年
金
給
付
額
で
す
。
中
国
政
府
は
基
準
を
９
カ
月
と
定
め
て
お

り
、
２
０
１
２
年
度
以
降
、
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
基
準
で
あ
る
９
カ
月
は
な
ん
と
か
満

た
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
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資
料
7ｰ1　都

市
職
工
年
金
の
積
立
度
合
い
の
推
移（
1995－

2023）

（
出

所
） C

E
IC

 D
ateか

ら
作

成
　（

注
） 積

立
度

合
い

＝
当

年
度

の
積

立
金

残
高

／
当

年
度

の
1カ

月
あ

た
り

年
金

給
付

額

302520151050

（
年

）

（
積

立
度

合
い

／
カ

月
）

1999
1995

2007
2003

2015
2011

2023
2019

1995年
6.1

2012年
18.5

2023年
12.0

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
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資
料
7ｰ2　都

市
職
工
年
金
の
積
立
度
合
い
（
2023

年
／
地
域
別
）

（
出

所
） C

E
IC

 D
ateか

ら
作

成
　（

注
） 四

角
の

枠
の

地
域

は
積

立
度

合
い

が
基

準
値

以
下

の
地

域
で

あ
る

。

2.0

1.8

1.6

1.4

1.2

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0.0

60.0

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

積
立

残
高

（
兆

元
）

積
立

度
合

（
カ

月
）

広東
北京
西蔵
雲南
貴州
安徽
新疆
海南
江蘇
四川
重慶
山西
福建
湖南

寧夏
河南
広西
江西
上海
甘粛
湖北
天津
山東
浙江
内蒙古

河北
吉林
青海
遼寧
黒龍江

53.343.5

1.2
1.1

●

●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

積
立

残
高（

億
元

／
左

目
盛

り
）

積
立

度
合

い（
カ

月
／

右
目

盛
り

）
●



46

　

そ
れ
を
地
域
別
に
見
た
も
の
が
、
資
料
７

－

２
（
45
ペ
ー
ジ
）
で
す
。
広
東
省
の
よ
う
に
若
年
層
が

全
体
の
多
く
を
占
め
、
年
金
の
支
給
自
体
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
地
域
は
、
積
立
残
高
が
積
み
上
が
り
、

積
立
度
合
い
は
53
・
３
カ
月
で
、
他
の
地
域
と
比
べ
て
大
変
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
地
域
全
体
で

見
る
と
、
お
よ
そ
半
分
の
15
の
地
域
が
基
準
値
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。
積
立
度
合
い
が
一
番
小
さ
く
、

余
裕
度
が
低
い
黒
龍
江
省
は
１
・
１
カ
月
と
、
地
域
間
で
大
き
な
格
差
が
あ
る
状
況
で
す
。

　

黒
龍
江
省
は
、
近
年
長
ら
く
赤
字
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
２
３
年
の
決
算
ベ
ー
ス

で
は
プ
ラ
ス
に
転
じ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
赤
字
の
地
域
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

中
国
政
府
は
２
０
１
８
年
以
降
、
特
定
の
地
域
間
で
の
年
金
財
源
の
移
転
を
し
て
い
ま
す
（
資
料
８
）。

先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
広
東
省
や
北
京
市
と
い
っ
た
余
裕
の
あ
る
地
域
と
、
遼
寧
省
、
黒
龍
江

省
、
吉
林
省
の
東
北
３
省
の
よ
う
に
余
裕
の
な
い
地
域
が
あ
り
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年

金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
）
の
よ
う
に
一
つ
に
統
合
す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
各
地
域
で
管

理
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
２
０
１
８
年
以
降
、
広
東
省
や
北
京
市
の
よ
う
な
余
裕
の
あ
る
地

域
か
ら
余
裕
の
な
い
地
域
に
財
源
が
移
転
さ
れ
て
い
ま
す
。
黒
龍
江
省
は
遼
寧
省
に
次
い
で
、
財
源
の

移
転
を
多
く
受
け
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
中
央
か
ら
の
財
政
補
助
も
あ
り
ま
す
が
、
地
方
間
で
財
政
の
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資
料
8　都

市
職
工
年
金
に
関
す
る
地
方
間
で
の
年
金
財
源
移
転
の
推
移（
2018

-2023）

4,000

3,000

2,000

1,0000

ｰ1,000

ｰ2,000

ｰ3,000

ｰ4,000

ｰ5,000

（
出

所
） 財

政
部

公
表

資
料

よ
り

作
成

（
注

１
） 2021年

以
降

は
予

算
ベ

ー
ス

の
額

。
（

注
２

） 各
地

域
の

各
年

の
受

け
入

れ
と

拠
出

の
差

額
を

表
示

。
（

注
３

） 2018年
か

ら
2021年

は
中

央
調

整
基

金
、2022年

以
降

は
全

国
調

整
金

を
通

じ
て

、地
域

間
の

年
金

財
源

の
移

転
を

実
施

。

遼寧
黒龍江

吉林
内蒙古

湖北
天津
河北
江西
山西
甘粛
四川
河南
湖南
青海
新疆生産建設兵団

寧夏
重慶
広西
西蔵
海南

新疆
貴州
雲南
安徽
山東
上海
浙江
江蘇

2018
2023

2019
2020

2021
2022

福建

北京

広東

受
入

額

拠
出

額

（
億

元
）
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や
り
と
り
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
の
安
定
的
な
支
給
が
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
中
国
の
場
合
は
定
年
退
職
年
齢
が
受
給
開
始
年
齢
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
引
き
上
げ
が
今
年

１
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
男
性
は
60
歳
か
ら
63
歳
へ
引
き
上
げ
ら
れ
る
一
方
、
女
性
の
場
合
は
役

職
に
応
じ
て
50
歳
（
一
般
職
）
も
し
く
は
55
歳 

（
管
理
職
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
55
歳 

（
一
般
職
）、
58

歳
（
管
理
職
）
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
年
金
財
政
の
改
善
目
的
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
受
給
資
格
年
数
、
年
金
を
も
ら
う
た
め
に
最
低
限
支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
期
間
、
年
数

が
今
ま
で
は
15
年
で
し
た
が
、
２
０
３
９
年
に
向
け
、
20
年
に
引
き
上
げ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

民
間
企
業
と
の
連
携
事
例

　

福
祉
ミ
ッ
ク
ス
体
制
で
、
制
度
運
営
の
一
部
を
民
間
企
業
が
引
き
受
け
て
い
る
と
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

公
的
介
護
保
険
制
度
で
す
が
、
上
海
な
ど
一
部
を
除
い
た
多
く
の
地
域
で
、
そ
の
地
域
に
進
出
し
た
保

険
会
社
と
協
働
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
に
試
行
開
始
し
、
２
０
２
４
年
11
月
末
時
点
で
は
、

49
の
国
指
定
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
域
で
１
・
８
億
人
超
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
約
２
０
０
万

人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
給
し
て
い
る
状
況
で
す
。
た
だ
、
こ
う
い
っ
た
介
護
保
険
制
度
の
引
き
受
け
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は
、
中
国
人じ

ん

寿じ
ゅ

の
よ
う
な
中
国
の
大
手
国
有
の
保
険
会
社
が
中
心
な
の
が
現
状
で
す
。 

　

資
料
９
（
50
ペ
ー
ジ
）
に
重
慶
市
の
例
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
中
国
人
寿
の
下
に
重
慶
市
の
支
店
が
あ

り
、
支
店
の
下
の
長
期
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、
地
域
や
介
護
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
業
者
と
連

携
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
ア
プ
リ
で
サ
ー
ビ
ス
を
頼
め
ま
す
。
現
時
点
で
は

試
行
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
保
険
料
は
比
較
的
低
額
に
と
ど
め
て
い
る
た
め
、
主
な
対
象
者
は
重
度

で
、
受
給
の
サ
ー
ビ
ス
自
体
も
限
定
的
と
い
う
状
況
で
す
。 

　

ま
た
、
福
祉
ミ
ッ
ク
ス
体
制
の
特
徴
と
し
て
、
加
入
促
進
に
民
間
企
業
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
も
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
資
料
10
（
51
ペ
ー
ジ
）
は
、
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
最
大
手
の
美
団
の
取
り
組
み
で
す
。

美
団
の
ド
ラ
イ
バ
ー
数
は
約
７
４
５
万
人
で
、
そ
の
多
く
が
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
多

く
は
社
会
保
険
へ
の
加
入
が
難
し
く
、
老
後
保
障
で
あ
る
年
金
に
も
な
か
な
か
加
入
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

美
団
は
政
府
と
連
携
を
し
、
２
０
２
５
年
４
月
以
降
、
福
建
省
と
江
蘇
省
の
２
都
市
で
試
行
を
開
始

す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
対
象
は
、
直
近
６
カ
月
の
給
与
の
う
ち
３
カ
月
以
上
が
、
社
会
保
険
料
の
最

低
納
付
基
準
額
（
前
年
の
そ
の
地
域
の
在
職
職
員
の
平
均
給
与
の
60
％
）
に
達
し
て
い
な
い
ド
ラ
イ
バ

ー
で
す
。
相
対
的
に
給
与
が
低
い
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
、
老
後
の
保
障
を
で
き
る
だ
け
確
保
で
き
る
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資
料

9　重
慶

市
の

介
護

保
険

制
度

 （
中

国
人

寿
が

引
き

受
け

）

（
出

所
） 中

国
人

寿
、重

慶
市

医
療

保
障

局
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
、各

社
報

道
に

基
づ

い
て

作
成

（
注

１
） 2024年

末
の

中
国

の
6

0歳
以

上
の

高
齢

者
数

は
3億

1031万
人

。
（

注
２

） 中
国

人
寿

は
介

護
保

険
に

つ
い

て
、全

国
70の

地
域

、合
計

4400万
人

の
加

入
者

を
　

　
　

 抱
え

て
い

る（
2024年

6月
時

点
）。

監
督

・
管

理

中
国

人
寿

総
公

司

中
国

人
寿

長
期

介
護

保
険

服
務

中
心

中
国

人
寿

重
慶

市
分

公
司 応

札
許

可
な

ど
入

札
・

応
札

、
業

務
の

委
託

・
受

託

介
護

サ
ー

ビ
ス

拠
点

の
設

置
・

管
理

要
介

護
認

定
の

申
請

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
評

価

要
介

護
度

の
評

価
、

介
護

人
材

の
派

遣
・

サ
ー

ビ
ス

提
供

介護サービス

街
道

介
護

施
設

サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

者

受
給

条
件

在
職

者
：

医
療

保
険

料
×

1.2％
、

退
職

者
：

63元

重
度

中
程

度

認
定

を
受

け
た

上
で

、
都

市
職

工
医

療
保

険
の

保
険

料
の

納
付

期
間

が
15

年
以

上

在
宅

：
20

-30元
/１

日
、

施
設

：
60元

/１
日

そ
の

他
：

63
-126元

受
給

額

保
険

料
（

年
額

）

在
宅

：
8

-12元
/１

日
、

施
設

：
20元

/１
日

受
給

内
容

合
計

27項
目（

食
事

、洗
髪

、沐
浴

、寝
返

り
、口

腔
ケ

ア
、爪

切
り

、着
替

え
補

助
、認

知
訓

練
な

ど
）

●
要

介
護

認
定

の
申

請
、サ

ー
ビ

ス
内

容
の

変
　

更
、ユ

ー
ザ

ー
の

身
体

状
況

、サ
ー

ビ
ス

提
供

　
の

進
捗

状
況

、満
足

度
の

確
認

な
ど

ア
プ

リ

重慶市医療保障局

重慶市政府
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資
料
10　制

度
加
入
促
進
に
お
け
る
民
間
企
業
と
の
連
携

（
出

所
） 美

団
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
https://w

w
w

.m
eituan.com

/new
s/N

N
250403084001598

●
フ

ー
ド

デ
リ

バ
リ

ー
最

大
手

の
美

団
の

取
り

組
み

　
２

都
市

で
年

金
保

険
料

の
50％

補
助

支
給

の
試

行

✓
福

建
省

の
泉

州
市

と
江

蘇
省

の
南

通
市

の
ド

ラ
イ

バ
ー

（
美

団
と

の
雇

用
契

約
な

し
の

　
個

人
事

業
主

）
2万

2000人
に

対
し

て
、

試
行

開
始

。
今

後
、

全
国

100万
人

へ
拡

大
。

✓
条

件
：

直
近

６
カ

月
の

給
与

の
う

ち
３

カ
月

以
上

が
社

会
保

険
料

の
最

低
納

付
基

準
額

（
前

年
の

当
該

地
の

在
職

職
員

の
平

均
給

与
の

60％
）

に
達

し
て

い
な

い
ド

ラ
イ

バ
ー

。
　

試
行

２
市

で
８

割
が

該
当

。

✓
泉

州
市

の
場

合
は

月
額

4433元
の

20％
（

保
険

料
率

）
で

１
人

あ
た

り
886.6元

（
約

1万
8000円

）。

✓
保

険
料

を
納

付
す

る
地

域
（

保
険

料
を

ど
こ

で
積

み
立

て
る

か
）

を
選

択
で

き
る

。

※
202

4
年

時
点

で
の

美
団

の
ド

ラ
イ

バ
ー

数
は

745
万

人
 （

１
年

間
の

う
ち

、１
回

で
も

受
注

し
た

こ
と

が
あ

る
ド

ラ
イ

バ
ー

）。 ま
た

、 2
023

年
時

点
で

中
国

の
非

正
規

労
働

者
は

２
億

人（
う

ち
、ギ

グ
ワ

ー
カ

ー
は

84
00

万
人

）で
、 全

就
業

者
の

21％
を

占
め

た
。
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よ
う
に
と
い
う
ね
ら
い
で
、
公
的
年
金
の
保
険
料
の
半
額
を
補
助
す
る
実
験
的
な
取
り
組
み
で
す
。
出

稼
ぎ
労
働
者
が
多
い
た
め
、
自
分
自
身
の
戸
籍
が
あ
る
地
域
な
ど
を
保
険
料
の
納
付
先
に
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

美
団
の
取
り
組
み
は
年
金
以
外
に
も
あ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
向
け
の
労
災
保
険
に

相
当
す
る
職
業
医
療
保
障
を
２
０
２
２
年
に
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
政
府
が
主
導
し
て
作
っ
て
い

る
保
障
制
度
で
す
が
、
既
存
の
労
災
と
は
別
で
、
事
故
の
発
生
率
が
高
く
、
ケ
ガ
を
す
る
リ
ス
ク
が
高

い
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
専
用
に
作
っ
た
制
度
で
す
。
七
つ
の
地
域
で
七
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
対
象

で
、
美
団
も
こ
れ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
３
月
時
点
で
１
１
０
４
万
人
が
加
入
し
、
今
後
、

17
地
域
に
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。
美
団
は
６
０
０
万
人
分
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
費
用
を
負
担
し
て
い

ま
す
。

　

フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
間
の
競
争
が
激
化
す
る
中
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
安
定
し
た
運
営
と
競
争
力

の
強
化
か
ら
、
今
ま
で
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
社
会
保
険
の
加
入
を
重
要
な
戦
略
に
変
え
て
き
て
い
ま

す
。
制
度
加
入
を
促
進
し
た
い
政
府
と
リ
ス
ク
保
障
を
得
た
い
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、

社
会
保
険
に
入
れ
る
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
ド
ラ
イ
バ
ー
の
社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
り
、
美
団
に
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対
す
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
も
ね
ら
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

消
費
刺
激
策
と
社
会
保
障

　

最
後
に
、
消
費
喚
起
が
重
視
さ
れ
る
現
在
、
社
会
保
障
は
ど
の
よ
う
な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
社
会
保
障
、
教
育
、
収
入
、
雇
用
な
ど
人
々
の
暮
ら
し
と
関
連
す
る
「
民
生
」
の
枠

組
み
の
中
の
施
策
と
し
て
、
社
会
保
障
の
優
先
順
位
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
先
ほ

ど
丁
先
生
か
ら
ご
紹
介
の
あ
っ
た
よ
う
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
従
来
の
供
給
サ
イ
ド
の
改
革

に
加
え
て
、
需
要
サ
イ
ド
の
改
革
も
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

資
料
11
（
54
ペ
ー
ジ
）
は
、 「
中
国
に
お
け
る
消
費
・
貯
蓄
・
投
資
マ
イ
ン
ド
」
を
示
し
て
い
ま
す
。

政
府
が
目
指
す
「
消
費
を
増
や
す
マ
イ
ン
ド
」
は
な
か
な
か
上
昇
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
一
方

で
、
将
来
へ
の
不
安
や
、
老
後
保
障
も
含
め
て
病
気
の
保
障
な
ど
を
考
え
る
と
、「
貯
蓄
を
増
や
す
マ

イ
ン
ド
」
が
だ
い
ぶ
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

政
府
の
企
図
は
、
社
会
保
障
に
よ
り
貯
蓄
を
増
や
す
マ
イ
ン
ド
を
下
げ
て
、
消
費
を
増
や
し
て
い
き
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資
料
11　中

国
に
お
け
る
消
費
・
貯
蓄
・
投
資
マ
イ
ン
ド

（
出

所
） 中

国
人

民
銀

行「
城

鎮
儲

戸
問

巻
調

査
報

告
」（

四
半

期
ご

と
）よ

り
作

成

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％0％

消
費

を
増

や
す

貯
蓄

を
増

や
す

投
資

を
増

や
す

２０１４Ｑ１

２０１４Ｑ３

２０１５Ｑ１

２０１５Ｑ３

２０１６Ｑ１

２０１６Ｑ３

２０１７Ｑ１

２０１７Ｑ３

２０１８Ｑ１

２０１８Ｑ３

２０１９Ｑ１

２０１９Ｑ３

２０２０Ｑ１

２０２０Ｑ３

２０２１Ｑ１

２０２１Ｑ３

２０２２Ｑ１

２０２２Ｑ３

２０２３Ｑ１

２０２３Ｑ３

２０２４Ｑ１

２０２４Ｑ３
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た
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
消
費
喚
起
特
別
行
動
計
画
」
が
２
０
２
５
年
３
月
に

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
の
収
入
増
加
の
促
進
か
ら
消
費
の
確
保
に
向
け
た
支
援
等
、
社
会
保
障
に
関

す
る
内
容
も
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
国
経
済
は
現
在
、
不
動
産
不
況
や
経
済
成
長
も
含
め
て

若
年
層
を
中
心
と
す
る
雇
用
の
回
復
も
遅
れ
て
い
ま
す
。
消
費
を
高
め
る
上
で
、
従
来
の
政
策
と
あ
わ

せ
て
就
業
支
援
や
育
児
支
援
に
重
点
が
置
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

社
会
保
障
の
四
つ
の
役
割
と
し
て
、「
社
会
的
安
全
装
置
」、「
所
得
再
分
配
」、「
リ
ス
ク
分
散
」、「
経

済
の
安
定
・
成
長
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
社
会
的
安
全
装
置
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
役
割
や
保
険
と
し
て
の
リ
ス
ク
分
散
機
能
、
共
同
富
裕
と
い
う
視
点
か
ら
「
所
得
の
再
分
配
」
が

重
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
消
費
刺
激
策
の
中
で
、
経
済
政
策
と
あ
わ
せ
て
社
会
保
障
を
考
え
て

い
く
と
、
今
ま
で
は
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
経
済
の
安
定
・
成
長
」
が
浮
上
し
て
き
ま

し
た
。
経
済
変
動
が
個
人
の
生
活
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
し
、
経
済
の
安
定
や
成
長
に
寄
与
す
る
こ
と

が
社
会
保
障
の
重
点
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
消
費
喚
起
特
別
行
動
計
画
」
の
発
出
に
よ
っ
て
、
数
％
の
経
済
成
長
に
は
な
か
な
か
結
び
付

き
に
く
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
側
面
的
に
支
え
て
い
く
点
に
お
い
て
、
社
会
保
障
の
位
置
付
け
が
変
化
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し
つ
つ
あ
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
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揺
れ
る
中
国
経
済
：
コ
イ
ン
の
表
と
裏

川
島　

先
ほ
ど
供
給
サ
イ
ド
と
需
要
サ
イ
ド
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
事
実
上
、
コ
イ
ン
の
表
と

裏
の
話
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
経
済
成
長
を
考
え
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
や
る
べ
き
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
同
時
に
社
会
保
障
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
社
会
保
障
に

お
金
を
か
け
す
ぎ
る
と
、
財
政
に
苦
し
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た
問
題
が
あ
り
、
ど
ち
ら
を
優
先

す
る
の
か
と
い
う
点
で
中
国
は
非
常
に
悩
ん
で
い
る
と
い
う
話
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

丁
先
生
の
ご
発
表
は
大
変
刺
激
的
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
民
間
へ
ど
う
支
援
す
る
か
。

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
確
か
に
一
時
「
国
進
民
退
」
と
言
わ
れ
た
り
し
た
も
の
の
、
３
月
の
全
人
代
の
時

に
は
再
び
民
間
の
ほ
う
に
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。
国
と
民
が
ジ
グ
ザ
グ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
印

象
が
あ
る
中
で
、
丁
先
生
は
「
国
有
も
民
間
も
両
方
実
は
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
話
で
し
た
。
な
る
ほ

ど
と
思
っ
た
次
第
で
す
。
加
え
て
、
産
業
の
補
助
金
を
め
ぐ
る
問
題
が
地
方
経
由
だ
と
い
う
話
も
面
白

い
話
で
、
今
ま
で
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
非
常
に
重
要
だ
と
い
う
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
に
と
っ
て
も

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
重
要
で
あ
る
も
の
の
、
少
し
ロ
ー
キ
ー
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
今
回
は
先
端
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産
業
を
め
ぐ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
重
要
性
の
お
話

で
、
こ
れ
が
集
積
に
至
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
産
業
に
つ

な
が
る
。
つ
ま
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
今
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い

る
と
い
う
話
で
し
た
。
と
て
も
重
要
な
話
で
す
。

　

加
え
て
、
社
会
実
装
の
重
要
性
で
す
。
中
国
が
社
会

実
装
を
重
視
す
る
の
は
、
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
を
変
え
て
い
く
た
め
で
す
。
社
会
実
装
が
で
き

な
け
れ
ば
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
レ
ベ
ル
は
上
が
ら
な
い
た

め
、
中
国
は
非
常
に
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
、
丁
先
生
が
最
後
に
挙
げ
ら
れ
た
問
題
点
や
片

山
先
生
の
発
表
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
内
需
が
低
迷
し
て

い
く
中
で
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
や
っ
て
も
、
物
を
買
っ

て
く
れ
な
い
。
だ
か
ら
輸
出
依
存
に
向
か
っ
て
し
ま
う

川島研究主幹



60

と
い
う
話
が
あ
っ
て
、
な
か
な
か
厳
し
い
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
は
、

経
済
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
全
体
の
生
活
レ
ベ
ル
を
変
え
て
い
く
。
社
会
保
険
の
話
に
あ
っ
た

よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
無
人
化
、
自
動
化
に
よ
り
、
人
口
減
少
に
も
耐
え
ら
れ
る
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
面
も
あ
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
軍
事
安
全
保
障
に
も
直
結
す
る
わ
け

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
中
国
は
当
然
推
進
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
中
国
政
府
が
こ
こ
に
投
入
す
る
資
金
ほ

ど
に
は
、
社
会
保
障
に
お
金
は
回
ら
な
い
と
い
う
の
が
本
日
の
話
で
す
。

　

補
助
金
政
策
の
意
図

川
島　

丁
先
生
に
は
、
は
じ
め
に
地
方
の
補
助
金
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
産
業
の
補
助
金
は
、
き

わ
め
て
大
き
な
問
題
で
す
。
と
り
わ
け
自
由
貿
易
を
め
ぐ
る
問
題
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定
）
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
と
も
関
わ
り
ま
す
が
、
地

方
政
府
を
経
由
し
、
民
間
も
含
め
て
国
有
企
業
等
に
流
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
ご
指
摘
は
と
て

も
重
要
で
す
。
地
方
政
府
経
由
と
い
う
の
は
、
中
国
が
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
加
盟
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
と
思
っ

て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
で
は
、
地
方
政
府
経
由
の
場
合
は
例
外
条
項
が
あ
る
な
ど
、
補
助
金
を
め
ぐ
っ
て
規
定

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
ど
う
考
え
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
に
限
ら

な
く
て
も
、
自
由
貿
易
全
体
で
の
補
助
金
を
め
ぐ
る
問
題
に
お
い
て
、
地
方
政
府
を
経
由
す
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
と
捉
え
て
い
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
全
く
違
う
理
由
な
の
で
し
ょ
う
か
。

丁　

発
表
を
的
確
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
地
方
政
府
を
経
由
し
た
補

助
金
支
給
は
、
中
国
の
大
き
な
特
徴
で
す
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
補
助
金
支
給
の
仕
組
み
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

な
ど
の
自
由
貿
易
体
制
、
あ
る
い
は
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
加
盟
を
目
指
し
て
作
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
国
で
は
１
９
９
０
年
代
に
税
制
改
革
が
あ
り
、
中
央
税
の
占
め
る
ウ
ェ
イ
ト
が
一
気
に
高
ま
り
ま

し
た
。
地
方
政
府
の
収
入
で
あ
る
地
方
税
が
減
っ
て
し
ま
い
、
地
方
政
府
と
し
て
は
、
税
金
以
外
で
財

源
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の
が
、
土
地
使
用
権
の
売
却
収
入
で

す
。
地
方
政
府
に
土
地
の
所
有
権
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
土
地
の
使
用
権
を
売
却
す
る
こ
と
で
税
金
以

外
の
財
源
を
増
や
す
。
90
年
代
以
降
、
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
ま
し
た
。

　

で
は
、
土
地
以
外
の
収
入
を
ど
の
よ
う
に
増
や
す
か
。
企
業
を
誘
致
し
て
産
業
を
育
て
、
産
業
ク
ラ
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ス
タ
ー
を
形
成
し
て
い
く
。
新
し
く
入
っ
て
く
る
企
業
に
土
地
を
売
却
し
、
や
が
て
産
業
自
体
が
育
っ

て
く
る
と
、
地
方
政
府
に
地
方
税
が
入
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
税
金
が
す
こ
ぶ
る
多
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
土
地
の
売
却
先
で
あ
り
税
源
で

も
あ
る
企
業
や
地
場
産
業
の
成
長
を
支
援
す
る
た
め
に
、
補
助
金
が
大
々
的
に
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

税
収
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
、
最
近
、
新
し
い
議
論
が
出
て
き
ま
し
た
。
現
状
の
中
国
の
仕
組
み
で
は
、

地
方
政
府
に
入
る
税
金
も
、
基
本
的
に
生
産
部
門
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
地
方
政
府
は
、

消
費
よ
り
も
生
産
の
振
興
、
製
造
業
の
振
興
に
ど
う
し
て
も
力
を
入
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
税
改
革
の
一

環
と
し
て
、
今
後
、
消
費
部
門
か
ら
取
れ
る
税
を
高
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
、
１
９
９
０
年
代
以

降
の
日
本
の
よ
う
に
消
費
税
を
上
げ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
は
、
消
費
税
の
大
部
分
を
地

方
政
府
が
受
け
取
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
議
論
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
消
費
税
の
増
額
、

消
費
税
を
中
心
と
す
る
税
構
造
の
創
出
は
、
今
後
の
地
方
政
府
の
産
業
支
援
の
行
動
様
式
を
観
察
す
る

上
で
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

川
島　

中
国
の
消
費
税
、
い
わ
ゆ
る
増
値
税
（
Ｖ
Ａ
Ｔ
）
は
製
品
ご
と
に
率
が
違
う
し
、
中
央
、
地
方
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で
取
り
分
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
製
品
ご
と
の
税
率
を
上
げ
、
地
方
の
取
り
分
を
増
や
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
か
。

丁　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
今
の
増
値
税
の
構
造
だ
と
生
産
分
野
か
ら
の
徴
収
が
大
部
分
に
な
る

た
め
、
ど
う
し
て
も
生
産
、
供
給
サ
イ
ド
を
重
視
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
き
ま
す
。

川
島　

国
家
と
地
方
の
取
り
分
は
、
中
国
の
大
変
深
刻
な
問
題
で
す
。
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
中
央
政

府
の
財
政
状
況
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
悪
く
な
く
、
地
方
財
政
の
問
題
が
大
き
い
。
中
央
政
府
が
、
地

方
に
あ
ま
り
財
源
を
渡
し
て
こ
な
か
っ
た
。
地
方
債
の
発
行
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
丁
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
地
方
に
財
源
を
渡
す
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
な
か
な
か
う

ま
く
通
ら
な
か
っ
た
案
件
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

丁　

不
動
産
売
却
収
入
に
代
わ
る
新
た
な
財
源
を
ど
う
や
っ
て
作
る
べ
き
か
、
に
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。
消
費
に
関
わ
る
地
方
税
収
を
増
や
す
と
い
う
の
が
一
つ
で
、
も
う
一
つ
は
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
、
産
業
集
積
を
形
成
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
発
展
か
ら
税
の
基
盤
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で

す
。

　

産
業
発
展
の
基
盤
は
、
大
企
業
の
ほ
う
が
税
を
も
た
ら
し
て
く
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
一
部
の
特
定
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地
域
に
大
企
業
を
中
心
と
す
る
産
業
集
積
が
形
成
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
地
域
間
の
税

収
格
差
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
税
収
格
差
を
ど
う
や
っ
て
減
ら
し
て
い
く
の
か
。
所
得
移
転
な

ど
の
改
革
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

川
島　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
増
値
税
の
中
央
、
地
方
の
配
賦
は
一
律
で
、
基
本
的
に
ど
の
省
も
均
等
に
分
け

ま
す
。
と
こ
ろ
が
社
会
保
障
に
な
る
と
、
地
方
ご
と
に
違
い
ま
す
。
こ
こ
に
カ
ラ
ク
リ
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
で
き
方
は
違
う
わ
け
だ
か
ら
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
多
い
地
方
の
税
を
増
や
す
、

あ
る
い
は
配
賦
を
少
な
め
に
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
少
な
い
地
方
に
は
配
賦
率
を
上
げ
る
と
い
っ
た
配
慮

は
、
本
来
あ
っ
て
い
い
は
ず
で
す
。
そ
こ
は
一
律
に
し
て
お
き
な
が
ら
、
地
方
ご
と
の
社
会
保
障
は
違

う
。
中
国
は
制
度
が
喰
い
違
っ
て
い
る
部
分
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
地
方
ご
と
の
差
を
生
ん
で
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
不
安
と
貯
蓄
マ
イ
ン
ド

川
島　

片
山
先
生
の
話
も
大
変
重
要
で
、
う
か
が
う
た
び
に
毎
回
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
て
新
鮮
で
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す
。

　

冒
頭
の
中
国
の
少
子
化
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
日
本
の
状
況
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
随

分
前
か
ら
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
中
国
は
２
０
１
０
年
代
後
半
か
ら
出
生
数
が
急
減
し
て
い
ま
す
。
辰

年
に
子
ど
も
が
増
え
る
と
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
微
増
し
た
だ
け
に
過
ぎ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　

加
え
て
、
第
２
子
の
減
少
で
す
。
１
人
目
の
減
少
と
と
も
に
、
２
人
目
が
顕
著
に
減
っ
て
い
る
と
い

う
の
は
大
変
重
要
な
ご
指
摘
で
す
。
こ
れ
は
よ
く
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
資
料
４
（
36
ペ
ー
ジ
）
に
あ
る
よ
う
に
、
２
０
３
４
年
に
１
・
99
人
で
１
人
の
高
齢
者
を
支

え
る
状
況
に
な
っ
て
い
き
、
や
が
て
１
を
割
る
と
い
う
極
め
て
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
中
国
の
場
合
は
、
日
本
の
よ
う
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
圧
力
も
あ
り
、
欧
米
と
は
少
し
異
な

る
ミ
ッ
ク
ス
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ミ
ッ
ク
ス
に
す
る
に
し
て
も
、
ど
の
よ
う
に
し
て
や
る
の
か
。
政
府
が
「
ミ
ッ
ク
ス
に
し
て
全
部
は

支
え
な
い
」、「
日
本
の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
」
と
は
言
っ
て
も
、
中
央
政
府
の
負
担
額
も
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
話
は
丁
先
生
の
話
と
パ
ラ
レ
ル
で
、
産
業
へ
補
助
金
を
出
す
話
と
社
会
保

障
の
話
が
同
時
並
行
で
進
ん
で
い
ま
す
。
ど
ち
ら
が
ど
こ
ま
で
進
め
る
の
か
と
い
う
の
が
難
し
い
わ
け
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で
す
。

　

企
業
年
金
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
民
間
と
一
緒
に
社
会
保
障
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
し
か

し
、
資
料
11
（
54
ペ
ー
ジ
）
に
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
み
ん
な
貯
金
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
企
業
そ
の

他
と
福
祉
の
ミ
ッ
ク
ス
で
や
っ
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
人
々
は
ま
だ
ま
だ
不
安
だ
か
ら
、
貯
金
の
マ

イ
ン
ド
に
い
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
景
気
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

　

日
本
の
よ
う
な
退
職
金
制
度
は
な
い
中
国
の
人
た
ち
に
し
て
み
る
と
、
定
年
年
齢
が
ど
ん
ど
ん
上
げ

ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
な
か
な
か
年
金
を
も
ら
え
る
よ
う
に
な
ら
ず
、
退
職
金
も
期
待
で
き
な
い
状
況
で

あ
り
、
普
通
に
考
え
れ
ば
貯
金
に
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
景
気
対
策
の
た
め
に
現
金
や
商
品
券
を

配
っ
て
も
、
そ
れ
を
使
わ
ず
に
貯
金
し
て
し
ま
っ
て
、
投
資
効
果
が
な
い
わ
け
で
す
。

　

片
山
先
生
の
本
日
の
話
は
や
や
マ
ク
ロ
で
す
が
、
こ
の
状
況
を
ミ
ク
ロ
で
見
た
場
合
、
何
が
問
題
な

の
で
し
ょ
う
か
。
個
人
や
夫
婦
、
家
族
で
も
結
構
で
す
が
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
た
場
合
に
ど
こ
に

ネ
ッ
ク
が
あ
っ
て
、
な
ぜ
み
ん
な
貯
金
に
向
か
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

片
山　

世
代
に
よ
っ
て
、
状
況
が
大
き
く
違
う
か
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
80
代
は
子
ど
も
が
平
均
４
人
、

70
代
は
平
均
３
人
、
60
代
は
平
均
２
人
い
ま
す
。
介
護
問
題
が
ま
だ
顕
在
化
し
て
い
な
い
の
は
、
子
ど
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も
が
複
数
人
い
る
と
い
う
こ
と
に
、
要
因
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
不
安
に
関
し
て
も
、
特
に
70
代
、
80
代
は
ほ
ぼ
不
安
が
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
に
加
え
、
年
金
が
比
較
的
多
く
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
70
代
、
80
代
の
場
合
は
、
年
金
制
度
そ

の
も
の
に
加
入
し
て
い
な
い
か
、
加
入
し
て
い
て
も
保
険
料
を
払
っ
て
い
な
い
人
が
、
実
は
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
。
た
だ
、
制
度
移
行
も
あ
り
、
彼
ら
に
対
し
て
も
現
在
の
制
度
に
基
づ
い
た
年
金
を
給
付

し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
お
得
な
世
代
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
も
不
安
を
感
じ
て
貯
蓄
に
走
っ
た
り
、
金
融
商
品
を
買
っ
た
り
し
て
い
る
の
は
、
30
代
か
ら
40
代

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
30
代
、
40
代
は
も
ち
ろ
ん
一
人
っ
子
世
代
で
あ
り
、
夫
婦
で
考
え
る
と
４
人
の

親
が
健
在
で
、
今
後
長
寿
化
が
進
む
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
親
の
老
後
生
活
を
夫
婦
二
人
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
複
数
人
出
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
お
示
し
し
た
よ
う
に
、
結
局
出
産

数
は
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
を
支
え
て
く
れ
る
子
ど
も
も
１
人
と
い
う
状
況
で
、
全
体
的
に
見

れ
ば
貯
蓄
の
マ
イ
ン
ド
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
問
題
な
の
が
30
代
、
40
代
の
世
代
で
す
。
若
い
世

代
に
将
来
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
は
社
会
不
安
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
大
き
な
課
題
と
し
て
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上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

川
島　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
金
財
政
の
地
域
格
差

川
島　

も
う
一
つ
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
資
料
７
（
44
・
45
ペ
ー
ジ
）
と
資
料
８
（
47
ペ
ー
ジ
）
で
地
域

間
の
格
差
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
経
済
が
悪
い
黒
龍
江
省
が
最
下
位
で
あ
る
こ
と
は
理

解
で
き
る
の
で
す
が
、
経
済
は
と
て
も
い
い
は
ず
の
浙
江
省
も
下
位
に
い
ま
す
。
経
済
が
悪
い
と
は
思

え
な
く
て
も
積
立
残
高
が
少
な
い
理
由
は
、
そ
も
そ
も
集
め
て
い
る
額
が
少
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
気

前
よ
く
た
く
さ
ん
払
っ
て
い
る
か
ら
な
の
か
。
そ
こ
は
ど
の
よ
う
に
見
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

片
山　

省
ご
と
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
調
べ
て
お
ら
ず
、
正
確
な
こ
と
は
お
答
え
で
き
な
い
の
で
す
が
、

確
か
に
浙
江
省
は
積
立
額
が
積
み
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
な
ぜ
広
東
省
が
こ
れ
だ
け
積
み
上
が
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
若
年
層
の
地
域
間
移
動
が
か

な
り
激
し
い
こ
と
が
要
因
に
あ
り
ま
す
。

　

中
国
の
年
金
制
度
に
は
特
徴
が
あ
り
、
地
域
を
ま
た
い
で
別
の
場
所
に
行
く
場
合
は
、
積
み
立
て
た
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額
の
４
割
は
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
若
者
が
多
く
、
移
動
が
激
し
い
地
域
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
、
積
立
余
裕
度
が
積
み
上
が
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
浙
江
省
は
広
東
省
よ
り
若
年
層
の
割

合
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
制
度
的
な
部
分
で
積
み
上
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

川
島　

興
味
深
い
で
す
ね
。
４
割
を
残
す
か
ら
、
こ
の
積
立
額
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

政
権
内
部
の
意
思
決
定

川
島　

両
先
生
に
お
伺
い
し
ま
す
。
政
府
と
し
て
は
、
丁
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
経
済
発
展
を

さ
せ
て
い
く
上
で
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
効
率
も
上
げ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
先
端
産
業
の
あ
る
部
分
を
中
国
が
握
っ
て
い
く
こ
と
は
、
対
世
界
、
対
米
政

策
で
も
非
常
に
大
事
な
部
分
で
す
。
そ
こ
に
は
当
然
コ
ス
ト
が
か
か
る
し
、
中
国
の
経
済
構
造
は
基
本

的
に
個
人
消
費
中
心
に
回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
逆
サ
イ
ド
か
ら
見
る
と
、
片
山
先
生
の
示
さ
れ
た
よ

う
に
、
個
人
は
み
ん
な
不
安
で
、
将
来
の
た
め
に
貯
金
を
し
て
手
元
の
お
金
を
吐
き
出
し
そ
う
に
な
い

と
い
う
非
常
に
難
し
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。
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国
務
院
の
報
告
書
で
も
、
民
生
部
門
が
大
事
だ
と
言
い
な
が
ら
、
同
じ
文
章
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
る
と
書
い
て
あ
る
わ
け
で
す
。
両
方
を
進
め
る
の
は
、
ま
る
で
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
よ
う
な

関
係
性
に
な
っ
て
し
ま
う
部
分
が
あ
り
ま
す
。
で
も
年
金
部
分
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
社
会
保
障
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
部
分
な
ど
、
重
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
に
は
あ
る
と
い
う
の
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
辺
り
、
政
権
内
部
で
は
ア
ク
セ
ル
派
と
ブ
レ
ー
キ
派
で
は
な
い
け
れ
ど
も
派
閥
と
し
て
分
か
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
政
権
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
意
識
し
て
、
う

ま
く
ギ
リ
ギ
リ
を
攻
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
は
調
整
す
る
気
も
な
く
、
両
方
と
も

正
し
い
か
ら
両
方
と
も
や
れ
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
日
本
で
も
同
じ
状
況
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
か

ら
見
る
と
矛
盾
す
る
し
、
そ
の
辺
り
は
ど
う
い
う
調
整
を
政
策
レ
ベ
ル
、
例
え
ば
チ
ャ
イ
ナ
セ
ブ
ン
な

り
国
務
院
な
り
で
や
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
少
し
大
き
な
質
問
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

丁　

政
策
形
成
に
向
け
て
、
政
権
内
部
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
の
か
。
何
も
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
の
で
私
と
し
て
答
え
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
申
し
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
中
国
の
産
業
政
策
は
経
済
合

理
性
を
乗
り
越
え
て
、
経
済
合
理
性
以
外
に
政
策
の
重
点
を
置
い
て
い
る
点
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
必
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要
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
補
助
金
と
生
産
性
の
関
係
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
実
証
研
究
が
出
て
い
ま
す
。
補
助
金
を

投
入
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
生
産
性
が
上
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
が
、
中
国
に
関
し
て
は
、
ど
の
実
証
研
究

で
も
生
産
性
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
な
い
と
い
う
想
定
外
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

川
島　

日
本
も
同
様
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

丁　

で
は
、
な
ぜ
補
助
金
を
こ
れ
だ
け
つ
ぎ
込
む
の
か
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
能
力
形
成
で
す
。
儲
か

ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
独
自
に
技
術
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
と
の
競
争
で
す
。
ア
メ
リ
カ
が
育
成
し
よ
う
と
す
る
重
要
新
興
技
術
に
関
し
て

は
、
中
国
も
未
来
産
業
、
新
興
産
業
と
し
て
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ハ
イ
テ
ク
競
争
の
一

環
と
し
て
育
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

必
ず
し
も
経
済
合
理
性
を
前
提
に
し
て
い
な
い
の
で
、
経
済
発
展
に
必
要
な
内
需
拡
大
や
消
費
の
振

興
な
ど
の
政
策
は
、
対
米
競
争
や
能
力
構
築
、
先
端
技
術
の
把
握
と
い
っ
た
目
標
と
比
べ
る
と
、
ど
う

し
て
も
順
位
が
下
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま
す
。

川
島　

片
山
先
生
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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片
山　

社
会
保
障
、
民
生
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
供
給
サ
イ
ド
を
支
え
る

た
め
の
需
要
サ
イ
ド
の
改
革
と
考
え
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
の
分
野
を
見
て
も
、
多
く
は
国
務
院
が
指

導
意
見
を
作
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
民
政
局
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
部
局
が
具
体
案
を
作
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

供
給
サ
イ
ド
の
さ
ま
ざ
ま
な
策
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
未
来
永
劫
続
く
か
と
い
う
と
、
必

ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
を
よ
り
効
果
的
に
し
て
い
く
に
は
、
人
々
の
マ
イ
ン
ド
を
大
き

く
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
社
会
保

障
の
改
革
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

川
島　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に

川
島　

習
近
平
政
権
が
直
面
し
て
い
る
表
と
裏
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
供
給
と
需
要
の
両
面
が
あ
り
、

現
在
、
両
者
が
か
な
り
引
き
裂
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
両
方
と
も
必
要
で
、
や
ら
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
双
方
は
つ
な
が
っ
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
反
発
す
る
面
も
強
く
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
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や
る
か
で
中
国
は
非
常
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
大
事
な
こ
と
は
、
丁
先
生
の
お
話
も
片
山
先
生
の
お
話
も
、
実
は
日
本
や
先
進
国
と
重
な

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
違
い
も
あ
り
な
が
ら
重
な
り
が
随
分
あ
る
の
で
、
中
国
と
日
本
の
間
で
も
共

通
の
議
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
違
い
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
日
本
か
ら

見
て
も
、「
な
る
ほ
ど
、
こ
う
や
っ
て
い
る
の
か
」
と
思
え
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
中
国
側
と
も
話

せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
の
マ
イ
ン
ド
を
め
ぐ
る
問
題
も
、
日
本
も
全
く
同
じ
で
す
。
経
済
は
、
最
後
は
気
持
ち
で
あ
る

と
い
う
の
が
最
近
の
経
済
学
の
方
向
で
す
の
で
、
中
国
も
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
国
の
人
々
の
気
持
ち
が
と
て
も
大
事
で
、
そ
こ
を
な
か
な
か
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
、
習

近
平
も
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
点
も
日
本
と
同
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
日
は
、
ま
さ
に
コ
イ
ン
の
表
と
裏
と
い
い
ま
す
か
、
需
要
と
供
給
の
両
面
か
ら
議
論
が
で
き
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
論
点
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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